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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも腹部と臀部を覆い股部を有していて、衣料後側における裾ラインが、臀部の
膨らみの外脇側から下側に沿う裾ラインを有している経編地を用いた伸縮性を有する衣料
であって、前記衣料を左右の脇ラインを境界線として、衣料の前側と後側になるように扁
平に前記衣料を折り畳んだ状態で、衣料後側の裾ラインの上端と下端を結ぶ仮想直線をａ
とすると、当該衣料後側の裾ラインは、裾ラインの上端と下端の間が、全体として仮想直
線ａから外側に膨らんだ滑らかな１つの弧状の大カーブ状、または、スカラップ状の小カ
ーブを有し且つスカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結ぶ包絡線が仮想直線ａから外側に
膨らんだ１つの弧状の大カーブ状を呈しており、且つ前記大カーブ状のカーブの曲率が裾
ラインの上端側のカーブの曲率よりも下端側のカーブの曲率が大きいカーブになっており
、仮想直線ａから垂直方向に測定した前記後側の裾ラインまでの距離の最も長い部分ｂが
１～５ｃｍの範囲であり、少なくとも衣料後側における裾が、縁始末不要な裾を有する衣
料。
【請求項２】
少なくとも衣料後側における裾部において、裾縁に沿って伸縮パワーが強化された領域を
有し、前記伸縮パワーが強化された領域のパターンが、裾ラインの形状に沿ったカーブを
有する略帯状のパターンである請求項１に記載の衣料。
【請求項３】
伸縮パワーが強化された領域が、裾縁側の領域が伸縮パワーの大きい領域であり、それよ
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り衣料内部の領域が伸縮パワーが前者より小さい領域からなる複数グレードの伸縮パワー
を有する領域からなる請求項２に記載の衣料。
【請求項４】
伸縮パワーが強化された領域が、裾縁側の領域が伸縮パワーの小さい領域であり、それよ
り衣料内部の領域が伸縮パワーが前者より大きい領域からなる複数グレードの伸縮パワー
を有する領域からなる請求項２に記載の衣料。
【請求項５】
伸縮パワーの大きい領域が、比較的太い伸縮性糸が挿入されている領域であり、伸縮パワ
ーが前者より小さい領域が、伸縮パワーの大きい領域に挿入されている伸縮性糸より細い
伸縮性糸が挿入されている領域である請求項３または４のいずれかに記載の衣料。
【請求項６】
伸縮パワーの大きい領域が、単位当たりの伸縮性糸の挿入本数が多い領域であり、伸縮パ
ワーが前者より小さい領域が、単位当たりの伸縮性糸の挿入本数が伸縮パワーの大きい領
域より少ない領域である請求項３または４のいずれかに記載の衣料。
【請求項７】
伸縮パワーが強化された領域の幅が、１～５ｃｍである請求項２～６のいずれかに記載の
衣料。
【請求項８】
伸縮パワーが強化された領域の幅が、２～４ｃｍである請求項２～６のいずれかに記載の
衣料。
【請求項９】
衣料後側の裾ラインが、滑らかな１つの弧状の大カーブ状のカーブを有する場合には、前
記衣料を左右の脇ラインを境界線として衣料の前側と後側になるように扁平に前記衣料を
折り畳んだ状態で、当該裾ラインの上端と下端の間の当該カーブの長さが、１３～２０ｃ
ｍであり、また、衣料後側の裾ラインが、スカラップ状の小カーブを有する場合には、前
記衣料を左右の脇ラインを境界線として衣料の前側と後側になるように扁平に前記衣料を
折り畳んだ状態で、当該スカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結ぶ包絡線の裾ラインの上
端と下端の間のカーブの長さが、１３～２０ｃｍである請求項１～８のいずれかに記載の
衣料。
【請求項１０】
縁始末不要な裾が、ほつれ防止糸が裾縁に沿って編み込まれてなる縁始末不要な裾である
請求項１～９のいずれかに記載の衣料。
【請求項１１】
衣料後側が、少なくとも裾縁部から臀部上方部まで連続した一体の経編地２枚を後中心で
縫合して形成されている請求項１～１０のいずれかに記載の衣料。
【請求項１２】
衣料後側を充当する身頃が、立体裁断された身頃であり、当該立体裁断された左右の身頃
が後中心で縫合され形成されている請求項１～１１のいずれかに記載の衣料。
【請求項１３】
仮想直線ａから垂直方向に測定した前記後側の裾ラインまでの距離の最も長い部分ｂが１
．５～４ｃｍの範囲である請求項１～１２のいずれかに記載の衣料。
【請求項１４】
経編地がシングルラッセル編からなる請求項１～１３のいずれかに記載の衣料。
【請求項１５】
少なくとも後裾部を形成する経編地が経編レース地からなる請求項１～１４のいずれかに
記載の衣料。
【請求項１６】
衣料が、ショーツ、ショートタイプのガードル、ボディスーツ、テディ、水着、レオター
ドから選ばれた衣料である請求項１～１５のいずれかに記載の衣料。
【請求項１７】
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衣料が、ショーツまたはショートタイプのガードルであり、当該衣料は、その左半身の前
部－脇部－後部を充当する一体の連続した生地と右半身の前部－脇部－後部を充当する一
体の連続した生地とが、前中心と後中心で縫合されて形成されており、それぞれの生地の
前部－脇部－後部の裾縁とウェスト側の縁がともに、縁始末不要な縁からなる請求項１～
１５のいずれかに記載の衣料。
【請求項１８】
臀部の膨らみを充当する部分が、臀部の膨らみの立体形状に沿うように、加熱成形されて
いる請求項１～１７のいずれかに記載の衣料。
【請求項１９】
衣料が少なくともほぼ横方向に伸縮性を有する請求項１～１８のいずれかに記載の衣料。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、少なくとも腹部と臀部を覆い股部を有している衣料であって、カーブした縁始
末不要な裾を有する衣料に関するものである。特に、本発明は衣料後側における裾ライン
が、臀部の膨らみの外脇側から下側に沿う裾ラインを有している経編地を用いた伸縮性を
有する衣料であって、少なくとも衣料後側における裾ラインがカーブしており、且つ縁始
末不要な裾を有する衣料に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、ショーツ、ショートタイプのガードル、ボディスーツ、テディ、水着、レオタ
ードなど、少なくとも腹部と臀部を覆い股部を有していて、衣料後側における裾ラインが
、臀部の膨らみの外脇側から下側方向に向かう裾ラインを有する衣料は、フィットタイプ
の女性用衣料として、広く普及している。
【０００３】
通常、これらの衣料の裾部分の最下端部分は、裾縁のほつれを防止するため、折り返して
縫製するなど、縫製段階において、更に裾部分の処理が必要であり、また、通常、裾端部
分を折り返して縫製するだけでなく、伸縮性テープなどを更に縫合により取り付けている
。裾端部分を折り返して縫製すると、その部分の厚みが厚くなり、厚みの相違による段差
があるため、その段差がアウターウェアーに反映し、アウターウェアーの外側からも段差
が見えてしまい、着用者の外観を著しく低下させると言う問題がある。しかも、折り返さ
れた部分は、生地が２重になっており、厚みが厚く、縫合糸が存在するので、着用感が低
下することになる。伸縮性テープなどが更に取り付けられている場合には、肌への食い込
みなど、着用感が一層低下し、着用者の肌に伸縮性テープなどの押圧の跡がついてしまう
などの問題がある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
そこで、これらの問題を解決するために、衣料の裾部分を折り返して縫製するなどの裾の
縁始末を必要としない裾部を有する衣料も用いられてきている。
【０００５】
この様な裾の縁始末を必要としない編物の製造方法は知られているが、例えば、日本実公
昭４７－９９４６号などや、日本特開２０００－３０３３３１号の図２に説明されている
、いわゆる経編地の端部を糸抜きの手法を応用して作ることができる。
【０００６】
しかしこのような糸抜きの手法によって得られた裾縁部は、裾ラインが直線状のものしか
得られないと言う問題がある。裾ラインが直線状であると、衣料後側の裾ラインが、臀部
の膨らみの外脇側から下側方向に向かう裾ラインを有する衣料の当該裾部に適用した場合
に、裾ラインが臀部の丸い膨らみの外側をカーブして包み込むようなラインにならないの
で、裾ラインが臀部の丸い膨らみの立体構造に沿いにくく、裾ラインが一部の部分で臀部
の丸い膨らみの中腹部を通過する様な状態になる。このような衣料は、着用者の運動や屈
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伸などの動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じ易いと言う問題がある。
【０００７】
また、経編レース地で、波状のスカラップが裾ラインに形成されている衣料も知られてい
る。この場合は、裾ラインにほつれ防止糸が編み込まれているので、前記と同様に裾部分
を折り返して縫合するなどの、縁始末をする必要のない波状のスカラップが形成された裾
を有する衣料を提供できる。
【０００８】
この従来のスカラップが形成された裾部分を説明するために、図３０と図３１に、従来よ
り衣料に用いられている波状のスカラップが形成された裾部分の部分平面概念図を示した
。図３０は同じ大きさ、形状、のスカラップ５００が繰り返し複数個形成されている例で
あり、図３１は、小さめの大きさのスカラップ５１１とそれより大きめのスカラップ５１
０が交互に繰り返し複数個形成されている例である。
【０００９】
しかし、いずれも、スカラップはほぼ直線状に並んで形成されており、スカラップ曲線の
ほぼ頂点でスカラップ曲線に接してスカラップの曲線群を包み込む様な線、これを“包絡
線”と言うが、包絡線５０１が直線状であり、スカラップ状の小カーブを有し且つ全体と
してその包絡線が曲線状になっているものではない。尚、スカラップに大小がある場合に
は、本発明においては、外側に突出している方のスカラップの包絡線を、本発明における
包絡線とする。
【００１０】
図３２に、後ろ裾部が経編みレース地からなり、且つ図３０に示したような形状のスカラ
ップ５００が繰り返し複数個形成されている従来のショーツの前側から見た平面図を示し
た。図３２は、このショーツを左右の脇ライン６０２を境界線として、ショーツの前側と
後側になるように扁平に前記ショーツを折り畳んだ状態でのショーツの前側から見た平面
図である。このショーツの裾縁は、レースで採用されているほつれ防止糸が編み込まれて
いて、縁始末不要な裾となっている。しかし、後側の裾ライン６０１ａの複数個のスカラ
ップはほぼ直線状に並んで形成されており、スカラップの曲線（すなわち裾ライン６０１
ａの曲線）に接して各スカラップ５００の頂点を結ぶスカラップの曲線群を包み込む様な
線、すなわち前述した包絡線５０１は直線状であり、スカラップ状の小カーブを有し且つ
全体としてその包絡線が曲線状になっているものではない。尚、図３２において、６００
は前部の腹部充当部片、６０１が、前脇部から脇部並びに後部を充当する前脇部－脇部－
後部充当部片であり、前脇部－脇部－後部充当部片６０１は、左半身用と右半身用のそれ
ぞれの部片６０１同士が、後中心において互いに縫合されている（図示されてはいない）
。６０３は前裾部片、６０４はクロッチ部片を示す。
【００１１】
従来のこのようにスカラップが設けられていてもその包絡線が、直線状の裾ラインの場合
には、説明を簡略化するため、以後、本発明では、裾ラインが直線状であると略称するこ
とがある。このようにスカラップが設けられていても裾ラインが直線状である場合には、
前述した、スカラップなどの形成されていない糸抜きの手法によって形成された縁始末不
要な直線状の裾ラインを有する裾を具備した衣料と同様に、裾ラインが全体的に直線状で
あり、裾ラインが臀部の丸い膨らみの外側をカーブして包み込むようなラインにならない
ので、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿いにくく、裾ラインが一部の部分で臀部の丸い膨
らみの中腹部を通過する様な状態になる。このような場合、着用者の運動や屈伸など動作
によって、裾部分のずり上がりなどが生じ易いと言う問題がある。
【００１２】
本発明は、これらの問題を解決し、縁始末が不要な裾で、従って裾部に折り返して縫製さ
れた部分が存在しないので、折り返し部分による段差が生じることがなく、着用者の外観
を低下させるおそれががなく、着用感もよく、しかも、衣料後側における裾ラインが臀部
の膨らみの外脇側から下側にカーブして臀部の丸い膨らみ部分を、すっぽりと包み込み、
臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、着用者の運動や屈伸など動作によって、裾部分
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のずり上がりなどが生じにくく、裾部のフィット性が良好で、縁始末不要な裾を有する衣
料を提供することを目的とするものである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
上記の課題を解決するために、本発明は、次の様な縁始末不要な裾を有する衣料を提供す
るものである。
【００１４】
　（１）少なくとも腹部と臀部を覆い股部を有していて、衣料後側における裾ラインが、
臀部の膨らみの外脇側から下側に沿う裾ラインを有している経編地を用いた伸縮性を有す
る衣料であって、前記衣料を左右の脇ラインを境界線として、衣料の前側と後側になるよ
うに扁平に前記衣料を折り畳んだ状態で、衣料後側の裾ラインの上端と下端を結ぶ仮想直
線をａとすると、当該衣料後側の裾ラインは、裾ラインの上端と下端の間が、全体として
仮想直線ａから外側に膨らんだ滑らかな１つの弧状の大カーブ状、または、スカラップ状
の小カーブを有し且つスカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結ぶ包絡線が仮想直線ａから
外側に膨らんだ１つの弧状の大カーブ状を呈しており、且つ前記大カーブ状のカーブの曲
率が裾ラインの上端側のカーブの曲率よりも下端側のカーブの曲率が大きいカーブになっ
ており、仮想直線ａから垂直方向に測定した前記後側の裾ラインまでの距離の最も長い部
分ｂが１～５ｃｍの範囲であり、少なくとも衣料後側における裾が、縁始末不要な裾を有
する衣料。
【００１５】
（２）少なくとも衣料後側における裾部において、裾縁に沿って伸縮パワーが強化された
領域を有し、前記伸縮パワーが強化された領域のパターンが、裾ラインの形状に沿ったカ
ーブを有する略帯状のパターンである前記（１）項に記載の衣料。
【００１６】
（３）伸縮パワーが強化された領域が、裾縁側の領域が伸縮パワーの大きい領域であり、
それより衣料内部の領域が伸縮パワーが前者より小さい領域からなる複数グレードの伸縮
パワーを有する領域からなる前記（２）項に記載の衣料。
【００１７】
（４）伸縮パワーが強化された領域が、裾縁側の領域が伸縮パワーの小さい領域であり、
それより衣料内部の領域が伸縮パワーが前者より大きい領域からなる複数グレードの伸縮
パワーを有する領域からなる前記（２）項に記載の衣料。
【００１８】
（５）伸縮パワーの大きい領域が、比較的太い伸縮性糸が挿入されている領域であり、伸
縮パワーが前者より小さい領域が、伸縮パワーの大きい領域に挿入されている伸縮性糸よ
り細い伸縮性糸が挿入されている領域である前記（３）項または（４）項のいずれかに記
載の衣料。
【００１９】
（６）伸縮パワーの大きい領域が、単位当たりの伸縮性糸の挿入本数が多い領域であり、
伸縮パワーが前者より小さい領域が、単位当たりの伸縮性糸の挿入本数が伸縮パワーの大
きい領域より少ない領域である前記（３）項または（４）項のいずれかに記載の衣料。
【００２０】
（７）伸縮パワーが強化された領域の幅が、１～５ｃｍである前記（２）～（６）項のい
ずれかに記載の衣料。
【００２１】
（８）伸縮パワーが強化された領域の幅が、２～４ｃｍである前記（２）～（６）項のい
ずれかに記載の衣料。
【００２２】
（９）衣料後側の裾ラインが、滑らかな１つの弧状の大カーブ状のカーブを有する場合に
は、前記衣料を左右の脇ラインを境界線として衣料の前側と後側になるように扁平に前記
衣料を折り畳んだ状態で、当該裾ラインの上端と下端の間の当該カーブの長さが、１３～
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２０ｃｍであり、また、衣料後側の裾ラインが、スカラップ状の小カーブを有する場合に
は、前記衣料を左右の脇ラインを境界線として衣料の前側と後側になるように扁平に前記
衣料を折り畳んだ状態で、当該スカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結ぶ包絡線の裾ライ
ンの上端と下端の間のカーブの長さが、１３～２０ｃｍである前記（１）～（８）項のい
ずれかに記載の衣料。
【００２３】
（１０）縁始末不要な裾が、ほつれ防止糸が裾縁に沿って編み込まれてなる縁始末不要な
裾である前記（１）～（９）項のいずれかに記載の衣料。
【００２４】
（１１）衣料後側が、少なくとも裾縁部から臀部上方部まで連続した一体の経編地２枚を
後中心で縫合して形成されている前記（１）～（１０）項のいずれかに記載の衣料。
【００２５】
（１２）衣料後側を充当する身頃が、立体裁断された身頃であり、当該立体裁断された左
右の身頃が後中心で縫合され形成されている前記（１）～（１１）項のいずれかに記載の
衣料。
【００２６】
（１３）仮想直線ａから垂直方向に測定した前記後側の裾ラインまでの距離の最も長い部
分ｂが１．５～４ｃｍの範囲である前記（１）～（１２）項のいずれかに記載の衣料。
【００２７】
（１４）経編地がシングルラッセル編からなる前記（１）～（１３）項のいずれかに記載
の衣料。
【００２８】
（１５）少なくとも後裾部を形成する経編地が経編レース地からなる前記（１）～（１４
）項のいずれかに記載の衣料。
【００２９】
（１６）衣料が、ショーツ、ショートタイプのガードル、ボディスーツ、テディ、水着、
レオタードから選ばれた衣料である前記（１）～（１５）項のいずれかに記載の衣料。
【００３０】
（１７）衣料が、ショーツまたはショートタイプのガードルであり、当該衣料は、その左
半身の前部－脇部－後部を充当する一体の連続した生地と右半身の前部－脇部－後部を充
当する一体の連続した生地とが、前中心と後中心で縫合されて形成されており、それぞれ
の生地の前部－脇部－後部の裾縁とウェスト側の縁がともに、縁始末不要な縁からなる前
記（１）～（１５）項のいずれかに記載の衣料。
【００３１】
（１８）臀部の膨らみを充当する部分が、臀部の膨らみの立体形状に沿うように、加熱成
形されている前記（１）～（１７）項のいずれかに記載の衣料。
【００３２】
（１９）衣料が少なくともほぼ横方向に伸縮性を有する前記（１）～（１８）項のいずれ
かに記載の衣料。
【００３３】
【発明の実施の形態】
図１は、後側における裾が、カーブした縁始末不要な裾を有する本発明の衣料であるショ
ートタイプのガードルの前側から見た平面図、図２は、図１のガードルの後側から見た背
面図である。図１、図２はそれぞれ、ガードルの左右の脇ライン３を境界線として、ガー
ドルの前側と後側になるように扁平に前記ガードルを折り畳んだ状態でのガードルの平面
図並びに背面図である。
【００３４】
１が腹部を覆う腹部充当部片、４が前脇部から脇部並びに後部を充当する前脇部－脇部－
後部充当部片であり、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４同士は、後中心の縫合ライン
７で互いに縫合されている。腹部充当部片１は、縫合ライン５で前脇部－脇部－後部充当
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部片４と縫合されている。腹部充当部片１の裏側には、腹部の形状を補正するため必要に
応じて、お腹押さえ用の裏打ち布を更に設けてもよい。６はクロッチ部片である。８はウ
ェスト部であり、ウェスト部８の裏側に沿って、伸縮テープなどが取り付けられている。
【００３５】
左右の前脇部－脇部－後部充当部片４の後ろ側の臀部の膨らみを充当する部分は、臀部の
膨らみの立体形状に沿うように、加熱成形されている。この成形は、例えばモールド成形
や、気体状加熱媒体による熱セット成型法（例えば日本特許第３２０１５７８号公報参照
）などによって行われる。かかる成形をしておくことにより、後部をカバーする生地の臀
部の膨らみに相当する箇所を膨らませることができ、裏打ちなどのない１枚物の生地であ
っても、臀部の膨らみに追従でき、臀部の立体形状へのフィット性が向上し好ましい。
【００３６】
このガードルは、シングルラッセル編地が用いられており、編地全体に伸縮性糸（後述す
るような編地全体に配されている第１の伸縮性糸）が配されて経編編成され、編地全体に
伸縮性が付与されている。腹部充当部片１、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４の編み
立て方向（ウェール方向）はガードルのほぼ横方向である。４ａで示される裾縁ライン、
すなわちＡ－Ｃ－Ｂのラインが、本ガードルの後側における裾ライン（以後、“後裾縁ラ
イン”と略称する事がある。）であり、臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブし
ている裾縁ラインとなっていて、しかも縁始末不要な裾となっている。縁始末不要な裾と
するには、後述するように、当該裾縁ラインに沿って、適宜、ほつれ防止糸を編み込む公
知の方法により達成できる。また、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４は、一体的に形
成された経編地であるので、前脇部の裾縁ライン４ｂの部分も縁始末不要な裾となってい
る。尚、本ガードルを形成する経編地としては、シングルラッセル編地の代わりに、シン
グルラッセルレース地を用いてもよい。
【００３７】
ここで、衣料（ここではガードル）の後裾縁ラインの上端と下端を結ぶ仮想直線ａとは、
左右の脇ライン３を境界線として、衣料の前側と後側になるように扁平に前記衣料を折り
畳んだ状態で、後裾縁ライン４ａと脇ライン３の交点Ａが後裾縁ラインの上端であり、後
裾縁ライン４ａとクロッチ部片６の交点Ｂが後裾縁ラインの下端である。この点Ａと点Ｂ
を通る直線が、後裾縁ラインの上端と下端を結ぶ仮想直線ａであり、符号９が付されてい
る。なお、図示していないが、後側の左右の身頃とクロッチ部片が連続した生地からなる
場合などの様に、後側の左右の身頃とクロッチ部片の縫合箇所が存在しない場合には、衣
料の前側と後側になるように扁平に前記衣料を折り畳んだ状態で、後裾縁ラインの最下点
を後裾縁ラインの下端とする（以下、本発明において、同様である）。
【００３８】
　図１、図２で示されたガードルの後裾縁ライン４ａは、その上端と下端の間が、全体と
して仮想直線ａ９から外側に膨らんだ滑らかな１つの弧状の大カーブ状の曲線ラインを呈
しており、且つ前記大カーブ状のカーブの曲率が裾縁ラインの上端Ａ側のカーブ（例えば
Ａ－Ｃラインのカーブ）の曲率よりも下端Ｂ側のカーブ（例えばＣ－Ｂラインのカーブ）
の曲率が大きいカーブになっている事が必要である。臀部の丸い膨らみの下側からも臀部
の丸い膨らみを十分に覆い、全体的に臀部の丸い膨らみ部分を、すっぽりと包み込み、臀
部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、着用者の運動や屈伸など動作によって、裾部分の
ずり上がりなどが生じにくい機能を発揮させる上でも、上記の条件を満足する事が必要で
ある。
【００３９】
尚、本発明において、“滑らかな１つの弧状の大カーブ状”の曲線とは、後述するような
、裾部により小さなカーブを有する複数のスカラップが形成されている場合の当該スカラ
ップのカーブと区別するため、スカラップのカーブを小カーブと称し、本態様の様なスカ
ラップが形成されおらず、カーブしている裾縁のラインを示すため、“滑らかな１つの弧
状の大カーブ状”の曲線と表現したものである。“大カーブ状”とは、上記で定義した後
裾縁ラインの上端と下端の間の裾縁ラインが、スカラップの様なより小さなカーブを複数
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個有するものでなく、１つの弧状のカーブになっていることを意味している。
【００４０】
そして仮想直線ａ９から垂直方向に測定した前記後裾縁ライン４ａまでの距離の最も長い
部分ｂ（すなわちこの例ではＤ－Ｃ間の距離）が１～５ｃｍであることが必要であり、ｂ
の長さは、好ましくは、１．５～４ｃｍ、より好ましくは、２～３．５ｃｍの範囲である
。ｂの長さが、１ｃｍより短いと、後裾縁ライン４ａが直線状のラインの場合の欠点と同
様の欠点が発生しやすく、着用者の運動や屈伸などの動作によって、裾部分のずり上がり
などが生じ易く、本発明の目的が達成できない。またｂの長さが、５ｃｍを越える場合に
は、後裾部が不必要に長くなりすぎ、折れ畳まれてまくれ上がりなどが生じ、好ましくな
い。尚、本実施の形態例のガードルにおいては、ｂの長さを２．５ｃｍとした。また、後
裾縁ライン４ａの長さ、すなわちＡ－Ｃ－Ｂの曲線の長さは、衣料の種類や、サイズによ
っても変わるが、通常１３～２０ｃｍの範囲が好ましい。本実施の形態例においては、こ
の後裾縁ライン４ａの長さをＭサイズで１７ｃｍとした。これらの条件は、以下の実施の
形態例についても、特に断らない限り同様である。
【００４１】
また、特に限定するものではないが、後裾縁ラインの上端Ａと下端Ｂとを通る仮想直線ａ
と、仮想直線ａから垂直方向に測定した前記後裾縁ラインまでの距離の最も長い部分ｂの
直線（図中のＣ－Ｄ直線）の交点Ｄの位置は、仮想直線ａのＡ－Ｂ間の長さＬを基準にす
ると、点ＡからＬの長さの６０～８０％の位置であることが好ましく、より好ましくは６
５～８０％の位置、最も好ましくは７０～７５％の位置である。これらの条件は、本発明
に共通しており、他の実施の形態例等においても同様であるので、以後説明を省略してい
る。本実施の形態例及び以下に述べる実施の形態例では、特に断らない限り、交点Ｄの位
置を点ＡからＬの長さの７４％の位置とした。
【００４２】
かくして得られた本発明のガードルは、縁始末が不要な後裾を有しており、従って裾部に
折り返して縫製された部分が存在しないので、折り返し部分による段差が生じることがな
く、着用者の外観を低下させるおそれががなく、着用感もよく、しかも、衣料後側におけ
る裾縁ラインが臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブして臀部の丸い膨らみ部分
を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、着用者の運動や屈伸
など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくい縁始末不要な裾を有するショー
トタイプのガードルを提供できる。
【００４３】
尚、本実施の形態例に示したガードルは、ショーツに適用することもできる。ショーツに
適用する場合には、ガードルより衣料としての伸縮パワーがやや小さめになるよう、伸縮
性糸の太さや、挿入本数などを変更してもよいし、ガードルにおいて、腹部充当部片１の
裏側に、お腹押さえ用の裏打ち布が更に設けられている場合には、当該裏打ち布の存在し
ない態様にしてもよい。
【００４４】
次に、図３、図４に、後側における裾が、カーブした縁始末不要な裾を有する本発明の衣
料であるショーツの実施の形態例を示した。
【００４５】
図３は、本発明の衣料であるショーツの前側から見た平面図、図４は、図３のショーツの
後側から見た背面図である。図３、図４はそれぞれ、ショーツの左右の脇ライン３を境界
線として、ショーツの前側と後側になるように扁平に前記ショーツを折り畳んだ状態での
ショーツの平面図並びに背面図である。
【００４６】
１が腹部を覆う腹部充当部片、４が前脇部から脇部並びに後部を充当する前脇部－脇部－
後部充当部片であり、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４同士は、後中心の縫合ライン
７で互いに縫合されている。腹部充当部片１は、縫合ライン５で前脇部－脇部－後部充当
部片４と縫合されているが、左右の脇下側に前裾充当部片２０が更に縫合ライン２１で縫
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合されている。また前裾充当部片２０は、縫合ライン５で前脇部－脇部－後部充当部片４
と縫合されている。腹部充当部片１の裏側には、腹部の形状を補正するため必要に応じて
、お腹押さえ用の裏打ち布を更に設けてもよい。６はクロッチ部片である。８はウェスト
部であり、ウェスト部８の裏側に沿って、伸縮テープなどが取り付けられている。
【００４７】
このショーツは、シングルラッセルレース地が用いられており、編地全体に伸縮性糸（後
述するような編地全体に配されている第１の伸縮性糸）が配されて経編編成され、編地全
体に伸縮性が付与されている。尚、レース模様は、図３の右側部分にのみ示して、図３の
左側部分や、図４においては図示を省略した。
【００４８】
腹部充当部片１、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４の編み立て方向（ウェール方向）
はショーツのほぼ横方向である。前裾充当部片２０の編み立て方向（ウェール方向）は、
裾縁ライン２２が全体的に傾斜している方向の斜め方向である。４ａで示される後裾縁ラ
イン、すなわちＡ－Ｃ－Ｂのラインが、本ショーツの後裾縁ラインであり、波状のスカラ
ップ２３が形成されている。そしてスカラップ状の小カーブを有し且つスカラップ状の小
カーブのほぼ頂点を結ぶ包絡線が仮想直線ａから外側に膨らんだ１つの大カーブ状を呈し
ており、全体的に臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブしている裾縁ラインとな
っていて、しかも縁始末不要な裾となっている。縁始末不要な裾とするには、後述するよ
うに、当該裾縁ラインに沿って、適宜、ほつれ防止糸を編み込む公知の方法により達成で
きる。また、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４は、一体的に形成された経編地である
ので、前脇部の裾縁ライン４ｂの部分も縁始末不要な裾となっている。尚、前裾充当部片
２０の裾縁も縁始末不要な裾となっている生地を採用した。
【００４９】
ここで、衣料（ここではショーツ）の後裾縁ラインの上端と下端を結ぶ仮想直線ａとは、
左右の脇ライン３を境界線として、衣料の前側と後側になるように扁平に前記衣料を折り
畳んだ状態で、後裾縁ライン４ａと脇ライン３の交点Ａが後裾縁ラインの上端であり、後
裾縁ライン４ａとクロッチ部片６の交点Ｂが後裾縁ラインの下端であることは、図１、図
２で説明した通りである。この点Ａと点Ｂを通る直線が、後裾縁ラインの上端と下端を結
ぶ仮想直線ａであり、符号９が付されている。図３、図４で示されたショーツ後裾縁ライ
ン４ａは、図１、図２で示されたショーツの後裾縁ライン４ａと異なり、波状のスカラッ
プ２３が形成されている。そしてスカラップ状の小カーブを有し且つスカラップ状の小カ
ーブのほぼ頂点を結ぶ包絡線が仮想直線ａから外側に膨らんだ大カーブ状を呈している。
スカラップの曲線のほぼ頂点に接してスカラップの曲線群を包み込む様な線、これを前述
したように“包絡線”と言うが、包絡線４ｎが仮想直線ａから外側に膨らんだ１つの弧状
の大カーブ状となっていることを意味する。もし、図３１などで説明したように、小さめ
の大きさのスカラップとそれより大きめのスカラップとが交互に繰り返し複数個形成され
ている場合には、最も外側に突出しているスカラップ同士のほぼ頂点を結ぶ包絡線を採用
する。尚、本発明においてスカラップを有する態様において、“大カーブ状を呈している
”とは、包絡線４ｎのカーブが各スカラップの個々の小さなカーブより大きいカーブとな
っており、全体として包絡線４ｎである１つの弧状のカーブであることを意味している。
【００５０】
尚、通常、このような曲線は単に「包絡線」と表現すれば十分であるが、よりその意味を
簡単に概括的に理解しやすくするため“スカラップの小カーブのほぼ頂点を結ぶ”包絡線
と言うと言う修飾語を補った。包絡線は必ずしも厳密にスカラップの小カーブの頂点を通
るとは限らず、そのカーブの形状によって多少頂点をずれて通ることもしばしばあるので
、“ほぼ頂点を結ぶ”と表現したものである。
【００５１】
ちなみに、「包絡線」とは、例えば、日本機械学会著及び発行（発行日：１９９７年８月
２０日）の「機械工学事典」（ＪＳＭＥ　Mechanical　Engineering　Dictionary）第１
２２８頁左欄に“曲線群全部をなめらかに包み込む曲線”などと解説されており、より専
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門的には、“ｘ、ｙ面の曲線ｆ（ｘ、ｙ；ｃ）＝０がパラメータｃによる群を構成すると
き、すべてのｃに対するｆ＝０に同時に接する（曲線群全部をなめらかに包み込む）曲線
をいい、ｆ（ｘ、ｙ；ｃ）＝０、∂ｆ／∂ｃ＝０からｃを消去して求められる。”と解説
されている。更に、株式会社研究社発行「研究社　新英和大辞典」第５版３１刷１９９６
年の第６９７頁左欄の“Ｅｎｖｅｌｏｐｅ”の項の第４項に「包絡線は一群の曲線または
曲面のすべてに接する曲線または曲面」と解説されている。
【００５２】
　そして、本発明においては、後裾縁ラインの上端と下端の間が、スカラップ状の小カー
ブを有し且つスカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結ぶ包絡線が、仮想直線ａ９から外側
に膨らんだ１つの弧状の大カーブ状の曲線ライン（すなわち包絡線が曲線ラインとなる）
となっており、且つ前記大カーブ状のカーブの曲率、すなわち前記包絡線の曲率が、裾縁
ラインの上端Ａ側の当該包絡線のカーブ（例えばＡ－Ｃラインのカーブ）の曲率よりも下
端Ｂ側の当該包絡線のカーブ（例えばＣ－Ｂラインのカーブ）の曲率が大きいカーブにな
っている事が必要である。臀部の丸い膨らみの下側からも臀部の丸い膨らみを十分に覆い
、全体的に臀部の丸い膨らみ部分を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造
に沿い易く、着用者の運動や屈伸など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにく
い機能を発揮させる上でも、上記の条件を満足する事が必要である。そして仮想直線ａ９
から垂直方向に測定した前記後裾縁ライン４ａまでの距離の最も長い部分ｂ（すなわちこ
の例ではＤ－Ｃ間の距離）が１～５ｃｍであることが必要であり、ｂの長さは、好ましく
は、１．５～４ｃｍ、より好ましくは、２～３．５ｃｍの範囲である。ｂの長さが、１ｃ
ｍより短いと、後裾縁ライン４ａが直線状のラインの場合の欠点と同様の欠点が発生しや
すく、着用者の運動や屈伸などの動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じ易く、本
発明の目的が達成できない。またｂの長さが、５ｃｍを越える場合には、後裾部が不必要
に長くなりすぎ、折れ畳まれてまくれ上がりなどが生じ、好ましくない。尚、本実施の形
態例のショーツにおいては、ｂの長さを３．５ｃｍとした。また、後裾縁ライン４ａの包
絡線４ｎのＡ点からＢ点までの長さは、前記と同様に、衣料の種類や、サイズによっても
変わるが、通常１３～２０ｃｍの範囲が好ましい。本実施の形態例においては、この後裾
縁ライン４ａの包絡線の長さをＭサイズの衣料において１８．５ｃｍとした。これらの条
件は、以下の実施の形態例についても特に断らない限り同様である。
【００５３】
尚、図５に左側の前脇部－脇部－後部充当部片４の縫合前の展開平面図を示した。但しレ
ース模様の記載は省略している。右側の前脇部－脇部－後部充当部片４の縫合前の展開平
面図は、図示していないが、図５と左右線対称になる。
【００５４】
図５において、ｆ－ｇのラインが、図３の縫合ライン５に相当するラインであり、ｇ－ｈ
のラインが、図３、図４の前脇部の裾縁ライン４ｂと後裾縁ライン４ａに相当するライン
であり、ｆ－ｊのラインが、図４のウェスト部８の一部に相当するラインであり、ｈ－ｉ
のラインがクロッチ部片６に縫合されるラインであり、ｊ－ｉのラインが図４の後中心の
縫合ライン７に相当するラインである。
【００５５】
図５において、縫合前の後中心側の裁断ライン（ｊ－ｉのライン）は、後中心側に膨らん
だ凸のカーブになった立体裁断となっている。このように、互いに後中心側に膨らんだ凸
のカーブの立体裁断ラインの左右の後身頃（この例では左右の前脇部－脇部－後部充当部
片４）同士を、後中心で縫合することにより、ヒップの立体形状に沿う衣料を形作ること
ができ、着用感並びに裾部にフィット性も向上し、好ましい。
【００５６】
尚、図５に示したような、変則的なカーブを有する身頃生地は、経編機で編む際に、編地
の幅方向に１つの当該身頃生地のパターンが配置されるように編むのではなく、カーブし
た縁始末不要な裾縁ラインがそれぞれ左右の外側になるように左右の身頃生地を幅方向に
向かい合わせにして左右線対称になるように同時に編むことが好ましい。裁断する際には
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、後述するように、カーブした縁始末不要な裾縁ラインに沿ってカットした後、左右の身
頃生地の対称軸に沿って、２つ折りにすることにより、左右の身頃生地が重なり、二重と
なる。二重にしておいて、必要な裁断ラインに沿って裁断することにより、正確に左右線
対称形状の左右の身頃を形成できるので好ましい。上述したように、カーブした縁始末不
要な裾縁ラインがそれぞれ左右の外側になるように左右の身頃生地を幅方向に向かい合わ
せにして左右線対称になるように同時に編むと、変則的なカーブラインの部分も、左右同
じピッチで編むことができ、左右別々に編んだ場合の様な、同じ太さ、同じ種類の糸の編
地幅方向の左右不均一偏在による生地の歪みが生じることが防止でき、左右の身頃生地の
パターンが左右非対称になることを防止でき好ましい。
【００５７】
また、もし、図５に示したような、左身頃のみを編んで、所定のパターンに裁断した後、
裏返して右身頃に使用することはできない。なぜなら、生地の表と裏は、明確に区別され
ているからである。以上の事項は、本発明において共通して言える好ましい条件である。
従って、他の実施の形態例においては、記載を省略することがある。
【００５８】
ところで、図５に示された様な、前脇部－脇部－後部充当部片４は、縫合する前の生地の
状態で、前述の定義に従い、完成した衣類に対応する箇所の点Ａと点Ｂを結ぶ対応する仮
想直線ａを引き、仮想直線ａから垂直方向に測定した後裾縁ライン４ａまでの距離の最も
長い部分ｂの長さを測定すると、縫合前の生地の状態では、ｂの長さが、衣料に仕上げた
状態で前記定義に従って測定したｂの長さより短く、また、Ａ－Ｂ間の仮想直線ａの長さ
は、縫合前の生地の状態の方が、衣料に仕上げた状態て測定した値よりも長くなっている
と言う現象が観測される。
【００５９】
この理由は、前述のように立体裁断された後身頃を互いに後中心で縫合することにより、
目的の衣料に仕上げた際に、身頃生地が多少変形し、また立体裁断の身頃を用いて形成さ
れた衣料自体は、本来、膨らみのある人体の立体形状に沿うような立体形状をしているが
、それを無理に当該衣料の左右の脇ラインを境界線として、衣料の前側と後側になるよう
に衣料を扁平に折り畳んだ状態にして測定するため、皺や歪みが生じているからと推定さ
れる。しかし、本発明で言う前記ｂの長さや後裾ラインの上端と下端の間のカーブの長さ
あるいはその包絡線の長さ等はすべて、衣料の前側と後側になるように衣料を扁平に折り
畳んだ状態における長さを言うのである。このことはこのこの実施の形態例のみに限られ
るものではなく、本発明に共通に言えることである。従って、他の実施の形態例において
は、記載を省略することがある。
【００６０】
かくして得られた本発明のショーツは、スカラップを有する縁始末が不要な後裾を有して
おり、従って裾部に折り返して縫製された部分が存在しないので、折り返し部分による段
差が生じることがなく、着用者の外観を低下させるおそれががなく、着用感もよく、しか
も、衣料後側における裾縁ラインが臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブして臀
部の丸い膨らみ部分を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、
着用者の運動や屈伸など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくいレース状の
スカラップを有し縁始末不要な裾を有するショーツを提供できる。特にレース状のスカラ
ップを有しており、その包絡線が全体として仮想直線ａから外側に膨らんだ１つの弧状の
大カーブ状となっているので、意匠的にも美しく、好ましい。
【００６１】
尚、上記ショーツを構成している糸使いは、この実施の形態例においては、ナイロン糸５
１％、レーヨン糸５％、ポリエステル糸２％、ポリウレタン糸４２％であり、使用した糸
の種類と、太さは、ナイロン糸は４４デシテックス、ポリウレタン糸は１５６デシテック
スと２００デシテックス、ポリウレタン糸がナイロン糸でカバリングされたカバリング糸
は７８デシテックス、レーヨン糸は１６７デシテックス、ポリエステル糸は８４デシテッ
クスである。ナイロン糸、ポリエステル糸、レーヨン糸は地編みとレース柄模様の部分に
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使用され、２００デシテックスポリウレタン糸は各ウェール１本づつに相当する割合で挿
入されていて、生地状態での経て方向（本衣料で言えば横方向）の伸縮性を付与し、７８
デシテックスのナイロンカバリングされたポリウレタン糸は生地全体に、各ウェール１本
づつに相当する割合で挿入されているが、ウェール方向への振り（別のウェールにまたが
って糸が振られること）を大きくして挿入されており、生地状態での横方向（本衣料で言
えば縦方向）の伸縮性を付与するために使用されている。１５６デシテックスのポリウレ
タン糸は、２本そろえて（１５６×２＝３１２デシテックス）カーブした裾縁部分に挿入
されている。これは、一具体例を示したものであり、この糸使いに限定されるものではな
い。
【００６２】
尚、本実施の形態例に示したショーツは、ショートタイプのガードルに適用することもで
きる。
【００６３】
次に、図６、図７に、後側における裾が、カーブした縁始末不要な裾を有する本発明の衣
料であるショートタイプのガードルの更に別の実施の形態例を示した。
【００６４】
図６は、本発明の衣料であるショートタイプのガードルの前側から見た平面図、図７は、
図６のガードルの後側から見た背面図である。図６、図７はそれぞれ、ガードルの左右の
脇ライン３を境界線として、ガードルの前側と後側になるように扁平に前記ガードルを折
り畳んだ状態でのガードルの平面図並びに背面図である。
【００６５】
図６、図７に示されたショートタイプのガードルは、裾縁ライン４ａに沿って伸縮パワー
が強化された領域２５を有している点が、図１、図２に示したショートタイプのガードル
と主として異なっている。従って同一部分には同一の符号を付している。
【００６６】
１が腹部を覆う腹部充当部片、４が前脇部から脇部並びに後部を充当する前脇部－脇部－
後部充当部片であり、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４同士は、後中心の縫合ライン
７で互いに縫合されている。腹部充当部片１は、縫合ライン５で前脇部－脇部－後部充当
部片４と縫合されている。腹部充当部片１の裏側には、腹部の形状を補正するため必要に
応じて、お腹押さえ用の裏打ち布を更に設けてもよい。６はクロッチ部片である。８はウ
ェスト部であり、ウェスト部８の裏側に沿って、伸縮テープなどが取り付けられている。
【００６７】
このガードルは、シングルラッセル編地が用いられており、編地全体に伸縮性糸（後述す
るような編地全体に配されている第１の伸縮性糸）が配されて経編編成され、編地全体に
伸縮性が付与されている。腹部充当部片１、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４の編み
立て方向（ウェール方向）はガードルのほぼ横方向である。４ａが後裾縁ラインであり、
臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブしている裾縁ラインとなっていて、しかも
縁始末不要な裾となっている。縁始末不要な裾とするには、後述するように、当該裾縁ラ
インに沿って、適宜、ほつれ防止糸を編み込む公知の方法により達成できる。また、左右
の前脇部－脇部－後部充当部片４は、一体的に形成された経編地であるので、前脇部の裾
縁ライン４ｂの部分も縁始末不要な裾となっている。
【００６８】
そして、このガードルは、裾縁ライン４ａ、４ｂに沿って伸縮パワーが強化された領域２
５を有し、前記伸縮パワーが強化された領域２５のパターンが、裾縁ラインの形状に沿っ
たカーブを有する略帯状のパターンとなっている。
【００６９】
この伸縮パワーが強化された領域２５の幅は、１～５ｃｍの範囲が好ましく、特に２～４
ｃｍが好ましい。この範囲の幅とすることにより、伸縮パワーが強化された部分が、面状
に着用者の肌を押圧するので、着用者の肌に食い込むことがなく、しかもあまりに伸縮パ
ワーが強化された領域の幅が広すぎて臀部の膨らみ箇所を押圧し、着用感を低下させると
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言うこともなく、裾部のフィット性を高め、裾部のずり上がりをより効果的に防止でき、
ヒップアップ機能も発揮でき好ましい。このことは、本発明の他の実施の形態例について
も同様に適用できる。
【００７０】
この実施形態例では、伸縮パワーが強化された領域２５は、複数グレードの伸縮パワーを
有する領域からなり、裾縁側が伸縮パワーの大きい領域２５ａからなり、それより衣料内
部の領域が伸縮パワーが前者の領域２５ａより小さい領域２５ｂからなっている。前脇部
－脇部－後部充当部片４の伸縮パワーがより小さい領域２５ｂの更に内側の領域は、領域
２５ｂよりも更に伸縮パワーが小さくなっている。
【００７１】
すなわち、前脇部－脇部－後部充当部片４は、領域２５ａ、領域２５ｂも含めて、編地全
体に伸縮性糸（後述するような編地全体に配されている第１の伸縮性糸）が配されて伸縮
性が付与されているが、伸縮パワーが強化された領域２５の部分には、裾縁ラインのカー
ブに沿って、更に、伸縮パワー強化用の伸縮性糸（これを前記第１の伸縮性糸と区別する
ため第２の伸縮性糸と言う。）が、挿入されている。領域２５ａに挿入されている伸縮性
糸の太さを領域２５ｂに挿入されている伸縮性糸の太さよりも太くするか、その使用密度
（単位当たりの伸縮性糸の挿入本数）を大きくすることにより、領域２５ａの伸縮パワー
を領域２５ｂの伸縮パワーより大きくして、裾縁から衣料内部方向に、伸縮パワーが順次
変化する領域を設けることができる。
【００７２】
こうすることにより、裾部のフィット性をより一層向上し、裾部分のずり上がりなどがよ
り生じにくいガードルとすることができるとともに、裾縁部分に伸縮性テープなどが取り
付けられて伸縮パワーを強化している場合に比べて、肌への食い込みなどがなく、着用者
の肌に伸縮性テープなどの押圧の跡がついてしまうなどの問題がない。従って着用感が良
好で、伸縮性テープの厚みによる段差がアウターウェアーに反映し、アウターウェアーの
外側からも段差が見えてしまい、着用者の外観を著しく低下させると言う問題もなく好ま
しい。
【００７３】
尚、本ガードルを形成する経編地としては、シングルラッセル編地の代わりに、シングル
ラッセルレース地を用いてもよい。
【００７４】
　図６、図７で示されたガードルの後裾縁ライン４ａは、その上端Ａと下端Ｂの間が、先
に定義した仮想直線ａから外側に膨らんだ滑らかな１つの弧状の大カーブ状の曲線ライン
を呈しており、且つ前記カーブの曲率については、裾縁ラインの上端Ａ側のカーブの曲率
よりも下端Ｂ側のカーブの曲率が大きいカーブになっている。従って、臀部の丸い膨らみ
の下側からも臀部の丸い膨らみを十分に覆い、全体的に臀部の丸い膨らみ部分を、すっぽ
りと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、着用者の運動や屈伸など動作に
よって、裾部分のずり上がりなどが生じにくい機能を好適に発揮できる。
【００７５】
そして仮想直線ａから垂直方向に測定した前記後裾縁ライン４ａまでの距離の最も長い部
分ｂは、本実施の形態例のガードルにおいては、２ｃｍとした。また、後裾縁ライン４ａ
の曲線Ａ－Ｂの長さは、Ｍサイズの衣料において１６ｃｍとした。
【００７６】
かくして得られた本発明のガードルは、縁始末が不要な後裾を有しており、従って裾部に
折り返して縫製された部分が存在しないので、折り返し部分による段差が生じることがな
く、着用者の外観を低下させるおそれががなく、着用感もよく、しかも、衣料後側におけ
る裾縁ラインが臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブして臀部の丸い膨らみ部分
を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、着用者の運動や屈伸
など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくい縁始末不要な裾を有するショー
トタイプのガードルを提供できる。領域２５ａの伸縮パワーを領域２５ｂの伸縮パワーよ
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り大きくして、裾縁から衣料内部方向に、伸縮パワーが順次変化する領域を設けているの
で、裾部のフィット性をより一層向上し、裾部分のずり上がりなどがより生じにくいガー
ドルとすることができる。
【００７７】
尚、本実施の形態例に示したガードルは、ショーツに適用することもできる。
【００７８】
また、要求に応じて、伸縮パワーが強化された領域２５において、裾縁側が伸縮パワーの
小さい領域とし、それより衣料内部の領域が伸縮パワーが前者より大きい領域としてもよ
い。
【００７９】
次に、図８、図９に、後側における裾が、カーブした縁始末不要な裾を有する本発明の衣
料であるショーツの別の実施の形態例を示した。
【００８０】
図８は、本発明の衣料であるショーツの前側から見た平面図、図９は、図８のショーツの
後側から見た背面図である。図８、図９はそれぞれ、ショーツの左右の脇ライン３を境界
線として、ショーツの前側と後側になるように扁平に前記ショーツを折り畳んだ状態での
ショーツの平面図並びに背面図である。図８、図９に示されたショーツは、裾縁ライン４
ａに沿って伸縮パワーが強化された領域２５を有している点が、図３、図４に示したショ
ーツと主として異なっている。従って同一部分には同一の符号を付している。
【００８１】
１が腹部を覆う腹部充当部片、４が前脇部から脇部並びに後部を充当する前脇部－脇部－
後部充当部片であり、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４同士は、後中心の縫合ライン
７で互いに縫合されている。腹部充当部片１は、縫合ライン５で前脇部－脇部－後部充当
部片４と縫合されているが、左右の脇下側に前裾充当部片２０が更に縫合ライン２１で縫
合されている。また前裾充当部片２０は、縫合ライン５で前脇部－脇部－後部充当部片４
と縫合されている。腹部充当部片１の裏側には、腹部の形状を補正するため必要に応じて
、お腹押さえ用の裏打ち布を更に設けてもよい。６はクロッチ部片である。８はウェスト
部であり、ウェスト部８の裏側に沿って、伸縮テープなどが取り付けられている。
【００８２】
このショーツは、シングルラッセルレース編地が用いられており、編地全体に伸縮性糸（
後述するような編地全体に配されている第１の伸縮性糸）が配されて経編編成され、編地
全体に伸縮性が付与されている。尚、レース模様は、図示を省略した。
【００８３】
腹部充当部片１、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４の編み立て方向（ウェール方向）
はショーツのほぼ横方向である。前裾充当部片２０の編み立て方向（ウェール方向）は、
裾縁ライン２２が全体的に傾斜している方向の斜め方向である。４ａで示される裾縁ライ
ンは、本ショーツの後裾縁ラインであり、波状のスカラップ２３が形成されている。前述
した定義に従い、衣料後側の裾縁ラインの上端Ａと下端Ｂを結ぶ仮想直線をａとすると、
後裾縁ライン４ａは、スカラップ状の小カーブを有し、且つスカラップ状の小カーブのほ
ぼ頂点を結ぶ包絡線が、仮想直線ａから外側に膨らんだ１つの弧状の大カーブ状を呈して
おり、全体的に臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブしている裾縁ラインとなっ
ていて、しかも縁始末不要な裾となっている。縁始末不要な裾とするには、後述するよう
に、当該裾縁ラインに沿って、適宜、ほつれ防止糸を編み込む公知の方法により達成でき
る。また、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４は、一体的に形成された経編地であるの
で、上述の充当部片４の前脇部の裾縁ライン４ｂの部分も縁始末不要な裾となっている。
更に、前裾充当部片２０の裾縁も縁始末不要な裾となっている生地を採用した。
【００８４】
そして、このショーツは、後裾縁ライン４ａに沿って伸縮パワーが強化された領域２５を
有し、前記伸縮パワーが強化された領域２５のパターンが、裾縁ライン４ａの形状に沿っ
たカーブを有する略帯状のパターンとなっている。
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【００８５】
この伸縮パワーが強化された領域２５の幅は、１～５ｃｍの範囲が好ましく、特に２～４
ｃｍが好ましい。この範囲の幅とすることにより、伸縮パワーが強化された部分が、面状
に着用者の肌を押圧するので、着用者の肌に食い込むことがなく、しかもあまりに伸縮パ
ワーが強化された領域の幅が広すぎて臀部の膨らみ箇所を押圧し、着用感を低下させると
言うことなく、裾部のフィット性を高め、裾部のずり上がりをより効果的に防止でき、ヒ
ップアップ機能も発揮でき好ましい。このことは、本発明の他の実施の形態例についても
同様に適用できる。
【００８６】
この実施形態例では、伸縮パワーが強化された領域２５が、複数グレードの伸縮パワーを
有する領域からなり、裾縁側が伸縮パワーの大きい領域２５ａからなり、それより衣料内
部の領域が伸縮パワーが前者の領域２５ａより小さい領域２５ｂからなっている。前脇部
－脇部－後部充当部片４の領域２５ｂの更に内側の領域は、領域２５ｂよりも更に伸縮パ
ワーが小さくなっている。
【００８７】
すなわち、前脇部－脇部－後部充当部片４は、領域２５ａ、領域２５ｂも含めて、編地全
体に伸縮性糸（後述するような編地全体に配されている第１の伸縮性糸）が配されて伸縮
性が付与されているが、伸縮パワーが強化された領域２５の部分には、裾縁ライン４ａの
カーブに沿って、更に、伸縮パワー強化用の伸縮性糸（これを前記第１の伸縮性糸と区別
するため第２の伸縮性糸と言う。）が、挿入されている。領域２５ａに挿入されている伸
縮性糸の太さを領域２５ｂに挿入されている伸縮性糸の太さよりも太くするか、その使用
密度（単位当たりの伸縮性糸の挿入本数）を大きくすることにより、領域２５ａの伸縮パ
ワーを領域２５ｂの伸縮パワーより大きくして、裾縁から衣料内部方向に、伸縮パワーが
順次変化する領域を設けることができる。こうすることにより、裾部のフィット性をより
一層向上し、裾部分のずり上がりなどがより生じにくいショーツとすることができるとと
もに、裾縁部分に伸縮性テープなどが取り付けられて伸縮パワーを強化している場合に比
べて、肌への食い込みなどがなく、着用者の肌に伸縮性テープなどの押圧の跡がついてし
まうなどの問題がない。従って着用感が良好で、伸縮性テープの厚みによる段差がアウタ
ーウェアーに反映し、アウターウェアーの外側からも段差が見えてしまい、着用者の外観
を著しく低下させると言う問題もなく好ましい。
【００８８】
なお、この実施の形態例においては、前裾充当部片２０の裾縁ライン２２も波状のスカラ
ップが形成されており、縁始末不要な裾としている。そして前裾縁ライン２２に沿って伸
縮パワーが強化された領域２６を前記領域２５と同様に設けている。前記伸縮パワーが強
化された領域２６が、前裾縁ライン２２の形状に沿ったカーブを有する略帯状パターンと
なっていて、伸縮パワーが強化された領域２６が、この実施形態例では、裾縁側が伸縮パ
ワーの大きい領域２６ａからなり、それより衣料内部の領域が伸縮パワーが前者の領域２
６ａより小さい領域２６ｂからなる。前裾充当部片２０の領域２６ｂより更に内側の領域
は、領域２６ｂよりも更に伸縮パワーが小さくなっている。
【００８９】
前裾充当部片２０の裾縁ライン２２のカーブは、スカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結
ぶ包絡線が、直線状となるものか、あるいは、後裾縁ラインとは反対に、凹状のカーブと
なっているものが好ましい。
【００９０】
そしてこのショーツの後裾縁ライン４ａは、図３、図４で示したショーツ後裾縁ライン４
ａと同様に、波状のスカラップ２３が形成されている。そしてスカラップ状の小カーブを
有し、且つスカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結ぶ包絡線が、前記で説明した仮想直線
ａから外側に膨らんだ大カーブ状を呈している。
【００９１】
　上述したように、本発明においては、後裾縁ラインの上端Ａと下端Ｂの間が、スカラッ
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プ状の小カーブを有し且つスカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結ぶ包絡線が、先に定義
した仮想直線ａから外側に膨らんだ大カーブ状の曲線ラインとなっており、且つ前記大カ
ーブ状のカーブ、すなわち前記包絡線、の曲率が、裾縁ラインの上端Ａ側の当該包絡線の
カーブの曲率よりも下端Ｂ側の当該包絡線のカーブの曲率が大きいカーブになっている。
従って、臀部の丸い膨らみの下側からも臀部の丸い膨らみを十分に覆い、全体的に臀部の
丸い膨らみ部分を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、着用
者の運動や屈伸など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくい機能を好適に発
揮できる。そして前記仮想直線ａから垂直方向に測定した前記後裾縁ライン４ａまでの距
離の最も長い部分ｂは、本実施の形態例では、４ｃｍとした。また、後裾縁ラインの長さ
は、Ａ－Ｂ間の包絡線の長さでＭサイズの衣料において１９ｃｍとした。
【００９２】
尚、図１０に左側の前脇部－脇部－後部充当部片４の縫合前の展開平面図を示した。但し
レース模様の記載は省略している。右側の前脇部－脇部－後部充当部片４の縫合前の展開
平面図は、図示していないが、図１０と左右線対称になる。
【００９３】
図１０において、ｆ－ｇのラインが、図８の縫合ライン５に相当するラインであり、ｇ－
ｈのラインが、図８、図９の前脇部の裾縁ライン４ｂと後裾縁ライン４ａに相当するライ
ンであり、ｆ－ｊのラインが、図９のウェスト部８の一部に相当するラインであり、ｈ－
ｉのラインがクロッチ部片６に縫合されるラインであり、ｊ－ｉのラインが図４の後中心
の縫合ライン７に相当するラインである。
【００９４】
図１０において、縫合前の後中心側の裁断ライン（ｊ－ｉのライン）は、後中心側に膨ら
んだ凸のカーブになった立体裁断となっている。このように、互いに後中心側に膨らんだ
凸のカーブの立体裁断ラインの左右の後身頃（この例では左右の前脇部－脇部－後部充当
部片４）同士を、後中心で縫合することにより、ヒップの立体形状に沿う衣料を形作るこ
とができ、着用感並びに裾部にフィット性も向上し、好ましい。
【００９５】
尚、図１０に示したような、変則的なカーブを有する身頃生地は、経編機で編む際に、編
地の幅方向に１つの当該身頃生地のパターンが配置されるように編むのではなく、カーブ
した縁始末不要な裾縁ラインがそれぞれ左右の外側になるように左右の身頃生地を幅方向
に向かい合わせにして左右線対称になるように同時に編むことが好ましい。裁断する際に
は、後述するように、カーブした縁始末不要な裾縁ラインに沿ってカットした後、左右の
身頃生地の対称軸に沿って、２つ折りにすることにより、左右の身頃生地が重なり、二重
となる。二重にしておいて、必要な裁断ラインに沿って裁断することにより、正確に左右
線対称形状の左右の身頃を形成できるので好ましい。上述したように、カーブした縁始末
不要な裾縁ラインがそれぞれ左右の外側になるように左右の身頃生地を幅方向に向かい合
わせにして左右線対称になるように同時に編むと、変則的なカーブラインの部分も、左右
同じピッチで編むことができ、左右別々に編んだ場合の様な、同じ太さ、同じ種類の糸の
編地幅方向の左右不均一偏在による生地の歪みが生じることが防止でき、左右の身頃生地
のパターンが左右非対称になることを防止でき好ましい。
【００９６】
また、もし、図１０に示したような、左身頃のみを編んで、所定のパターンに裁断した後
、裏返して右身頃に使用することはできない。なぜなら、生地の表と裏は、明確に区別さ
れているからである。以上の事項は、本発明において共通して言える好ましい条件である
。従って、他の実施の形態例においては、記載を省略することがある。
【００９７】
ところで、図１０に示された様な、前脇部－脇部－後部充当部片４は、縫合する前の生地
の状態で、前述の定義に従い、完成した衣類に対応する箇所の点Ａと点Ｂを結ぶ対応する
仮想直線ａを引き、仮想直線ａから垂直方向に測定した後裾縁ライン４ａまでの距離の最
も長い部分ｂの長さを測定すると、縫合前の生地の状態では、ｂの長さが、衣料に仕上げ
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た状態で前記定義に従って測定したｂの長さより短く、また、Ａ－Ｂ間の仮想直線ａの長
さは、縫合前の生地の状態の方が、衣料に仕上げた状態て測定した値よりも長くなってい
ると言う現象が観測される。
【００９８】
この理由は、前述のように立体裁断された後身頃を互いに後中心で縫合することにより、
目的の衣料に仕上げた際に、身頃生地が多少変形し、また立体裁断の身頃を用いて形成さ
れた衣料自体は、本来、膨らみのある人体の立体形状に沿うような立体形状をしているが
、それを無理に当該衣料の左右の脇ラインを境界線として、衣料の前側と後側になるよう
に衣料を扁平に折り畳んだ状態にして測定するため、皺や歪みが生じているからと推定さ
れる。しかし、本発明で言う前記ｂの長さや後裾ラインの上端と下端の間のカーブの長さ
あるいはその包絡線の長さ等はすべて、衣料の前側と後側になるように衣料を扁平に折り
畳んだ状態における長さを言うのである。このことはこの実施の形態例のみに限られるも
のではなく、本発明に共通に言えることである。従って、他の実施の形態例においては、
記載を省略することがある。
【００９９】
かくして得られた本発明のショーツは、スカラップを有する縁始末が不要な後裾を有して
おり、従って裾部に折り返して縫製された部分が存在しないので、折り返し部分による段
差が生じることがなく、着用者の外観を低下させるおそれががなく、着用感もよく、しか
も、衣料後側における裾縁ラインが臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブして臀
部の丸い膨らみ部分を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、
着用者の運動や屈伸など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくいレース状の
スカラップを有し縁始末不要な裾を有するショーツを提供できる。特にレース状のスカラ
ップを有しており、その包絡線が全体として仮想直線ａから外側に膨らんだ１つの弧状の
大カーブ状になっているので、意匠的にも美しく、好ましい。また、領域２５ａ、２６ａ
の伸縮パワーを領域２５ｂ、２６ｂの伸縮パワーより大きくして、裾縁から衣料内部方向
に、伸縮パワーが順次変化する領域を設けているので、裾部のフィット性をより一層向上
し、裾部分のずり上がりなどがより生じにくいショーツとすることができる。
【０１００】
上記ショーツを構成している糸使いは、ナイロン糸５１％、ポリエステル糸３％、ポリウ
レタン糸４６％であり、使用した糸の種類と、太さは、ナイロン糸は４４デシテックス、
ポリウレタン糸は１５６デシテックスと２００デシテックス、ポリウレタン糸がナイロン
糸でカバリングされたカバリング糸は７８デシテックス、ポリエステル糸は８４デシテッ
クスである。
【０１０１】
ナイロン糸、ポリエステル糸は地編みとレース柄模様の部分に使用され、２００デシテッ
クスポリウレタン糸は各ウェール１本づつに相当する割合で挿入されていて、生地状態で
の経て方向（本衣料で言えば横方向）の伸縮性を付与し、７８デシテックスのナイロンカ
バリングされたポリウレタン糸は生地全体に、各ウェール１本づつに相当する割合で挿入
されているが、ウェール方向への振り（別のウェールにまたがって糸が振られること）を
大きくして挿入されており、生地状態での横方向（本衣料で言えば縦方向）の伸縮性を付
与するために使用されている。１５６デシテックスのポリウレタン糸は、伸縮パワーの大
きい領域２５ａと領域２６ａの部分には、２本ずつまとめて（１５６×２＝３１２デシテ
ックス）裾縁のカーブに沿った形状に挿入されている。また、領域２５ｂと領域２６ｂの
部分には、１５６デシテックスのポリウレタン糸が１本ずつ裾縁のカーブに沿った形状に
挿入されている。尚、この糸使いは、一具体例を示したものであり、この糸使いに限定さ
れるものではない。
【０１０２】
尚、本実施の形態例に示したショーツは、ショートガードルに適用することもできる。
【０１０３】
また、必要に応じて、伸縮パワーが強化された領域２５、２６において、裾縁側が伸縮パ
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ワーの小さい領域とし、それより衣料内部の領域が伸縮パワーが前者より大きい領域とし
てもよい。
【０１０４】
次に、図１１、図１２に、後側における裾が、カーブした縁始末不要な裾を有する本発明
の衣料であるショートタイプのガードルの更に別の実施の形態例を示した。
【０１０５】
図１１は、本発明の衣料であるショートタイプのガードルの前側から見た平面図、図１２
は、図１１のガードルの後側から見た背面図である。図１１、図１２はそれぞれ、ガード
ルの左右の脇ライン３を境界線として、ガードルの前側と後側になるように扁平に前記ガ
ードルを折り畳んだ状態でのガードルの平面図並びに背面図である。
【０１０６】
図１１、図１２に示されたショートタイプのガードルは、腹部充当部片１の左右の前脇裾
縁ライン２７のラインが凹状カーブ（インカーブ）しており、当該前脇裾縁ライン２７も
縁始末不要な裾からなり、更に前脇裾縁ライン２７に沿って伸縮パワーが強化された領域
２６を有している点が、図６、図７に示したショートタイプのガードルと主として異なっ
ている。従って同一部分には同一の符号を付している。
【０１０７】
１が腹部を覆う腹部充当部片、４が前脇部から脇部並びに後部を充当する前脇部－脇部－
後部充当部片であり、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４同士は、後中心の縫合ライン
７で互いに縫合されている。腹部充当部片１は、縫合ライン５で前脇部－脇部－後部充当
部片４と縫合されている。腹部充当部片１の裏側には、腹部の形状を補正するため必要に
応じて、お腹押さえ用の裏打ち布を更に設けてもよい。６はクロッチ部片である。８はウ
ェスト部であり、ウェスト部８の裏側に沿って、伸縮テープなどが取り付けられている。
【０１０８】
左右の前脇部－脇部－後部充当部片４の後ろ側の臀部の膨らみを充当する部分は、臀部の
膨らみの立体形状に沿うように、気体状加熱媒体による熱セット成型法（例えば日本特許
第３２０１５７８号公報参照）で、加熱成形されている。かかる成形をしておくことによ
り、後部をカバーする生地の臀部の膨らみに相当する箇所を膨らませることができ、裏打
ちなどのない１枚物の生地であっても、臀部の膨らみに追従でき、臀部の立体形状へのフ
ィット性が向上し好ましい。
【０１０９】
このガードルは、シングルラッセル編地が用いられており、編地全体に伸縮性糸（後述す
るような編地全体に配されている第１の伸縮性糸）が配されて経編編成され、編地全体に
伸縮性が付与されている。腹部充当部片１、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４の編み
立て方向（ウェール方向）はガードルのほぼ横方向である。４ａが後裾縁ラインであり、
臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブしている裾縁ラインとなっていて、しかも
縁始末不要な裾となっている。縁始末不要な裾とするには、後述するように、当該裾縁ラ
インに沿って、適宜、ほつれ防止糸を編み込む公知の方法により達成できる。また、左右
の前脇部－脇部－後部充当部片４は、一体的に形成された経編地であるので、前記充当部
片４の前脇部の裾縁ライン４ｂの部分も縁始末不要な裾となっている。
【０１１０】
そして、このガードルは、裾縁ライン４ａ、４ｂに沿って伸縮パワーが強化された領域２
５を有し、前記伸縮パワーが強化された領域２５のパターンが、裾縁ラインの形状に沿っ
たカーブを有する略帯状のパターンとなっている。伸縮パワーが強化された領域２５は、
複数のグレードの伸縮パワーを有する領域からなっていて、この実施形態例では、裾縁側
が伸縮パワーの大きい領域２５ａからなり、それより衣料内部の領域が伸縮パワーが前者
の領域２５ａより小さい領域２５ｂからなっている。前脇部－脇部－後部充当部片４の伸
縮パワーがより小さい領域２５ｂの更に内側の領域は、領域２５ｂよりも更に伸縮パワー
が小さくなっている。
【０１１１】
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すなわち、前脇部－脇部－後部充当部片４は、領域２５ａ、領域２５ｂも含めて、編地全
体に伸縮性糸（後述するような編地全体に配されている第１の伸縮性糸）が配されて伸縮
性が付与されているが、伸縮パワーが強化された領域２５の部分には、裾縁ラインのカー
ブに沿って、更に、伸縮パワー強化用の伸縮性糸（これを前記第１の伸縮性糸と区別する
ため第２の伸縮性糸と言う。）が、挿入されている。領域２５ａに挿入されている伸縮性
糸の太さを領域２５ｂに挿入されている伸縮性糸の太さよりも太くするか、その使用密度
（単位当たりの伸縮性糸の挿入本数）を大きくすることにより、領域２５ａの伸縮パワー
を領域２５ｂの伸縮パワーより大きくして、裾縁から衣料内部方向に、伸縮パワーが順次
変化する領域を設けることができる。こうすることにより、裾部のフィット性をより一層
向上し、裾部分のずり上がりなどがより生じにくいガードルとすることができるとともに
、裾縁部分に伸縮性テープなどが取り付けられて伸縮パワーを強化している場合に比べて
、肌への食い込みなどがなく、着用者の肌に伸縮性テープなどの押圧の跡がついてしまう
などの問題がない。従って着用感が良好で、伸縮性テープの厚みによる段差がアウターウ
ェアーに反映し、アウターウェアーの外側からも段差が見えてしまい、着用者の外観を著
しく低下させると言う問題もなく好ましい。
【０１１２】
なお、この実施の形態例においては、腹部充当部片１の左右の前脇裾縁ライン２７の部分
も縁始末不要な裾としている。そして前脇裾縁ライン２７に沿って伸縮パワーが強化され
た領域２６を前記領域２５と同様に設けている。前記伸縮パワーが強化された領域２６の
パターンが、前脇裾縁ライン２７の形状に沿った凹状のカーブを有する略帯状のパターン
となっていて、伸縮パワーが強化された領域２６は、裾縁側が伸縮パワーの大きい領域２
６ａからなり、それより衣料内部の領域が伸縮パワーが前者の領域２６ａより小さい領域
２６ｂからなっている。腹部充当部片１における領域２６ｂより更に内側の領域は、領域
２６ｂよりも更に伸縮パワーが小さくなっている。
【０１１３】
尚、本ガードルを形成する経編地としては、シングルラッセル編地の代わりに、シングル
ラッセルレース地を用いてもよい。
【０１１４】
　図１１、図１２で示されたガードルの後裾縁ライン４ａは、その上端Ａと下端Ｂの間が
、先に定義した仮想直線ａから外側に膨らんだ滑らかな１つの弧状の大カーブ状の曲線ラ
インを呈しており、且つ前記カーブの曲率については、裾縁ラインの上端Ａ側のカーブの
曲率よりも下端Ｂ側のカーブの曲率が大きいカーブになっている。従って、臀部の丸い膨
らみの下側からも臀部の丸い膨らみを十分に覆い、全体的に臀部の丸い膨らみ部分を、す
っぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、着用者の運動や屈伸など動
作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくい機能を好適に発揮できる。そして仮想
直線ａから垂直方向に測定した前記後裾縁ライン４ａまでの距離の最も長い部分ｂは、本
実施の形態例のガードルにおいては、２ｃｍとした。また、後裾縁ライン４ａの曲線Ａ－
Ｂの長さは、Ｍサイズの衣料において１４ｃｍとした。
【０１１５】
かくして得られた本発明のガードルは、縁始末が不要な後裾を有しており、従って裾部に
折り返して縫製された部分が存在しないので、折り返し部分による段差が生じることがな
く、着用者の外観を低下させるおそれががなく、着用感もよく、しかも、衣料後側におけ
る裾縁ラインが臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブして臀部の丸い膨らみ部分
を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、着用者の運動や屈伸
など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくい縁始末不要な裾を有するショー
トタイプのガードルを提供できる。
【０１１６】
また、領域２５ａ、２６ａの伸縮パワーを領域２５ｂ、２６ｂの伸縮パワーより大きくし
て、裾縁から衣料内部方向に、伸縮パワーが順次変化する領域を設けているので、裾部の
フィット性をより一層向上し、裾部分のずり上がりなどがより生じにくいガードルとする
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ことができる。
【０１１７】
尚、本実施の形態例に示したガードルは、ショーツに適用することもできる。
【０１１８】
また、必要に応じて、伸縮パワーが強化された領域２５、２６において、裾縁側が伸縮パ
ワーの小さい領域とし、それより衣料内部の領域が伸縮パワーが前者より大きい領域とし
てもよい。
【０１１９】
次に、図１３～図１６に、後側における裾が、カーブした縁始末不要な裾を有する本発明
の衣料であるショーツの更に別の実施の形態例を示した。
【０１２０】
図１３は、本発明の衣料であるショーツの前側から見た平面図、図１４は、図１３のショ
ーツの後側から見た背面図、図１５は、図１３、図１４で示したショーツの着用状態を示
す前側から見た斜視図、図１６は、図１３、図１４で示したショーツの着用状態を示す後
側から見た斜視図である。図１３、図１４はそれぞれ、ショーツの左右の脇ライン３を境
界線として、ショーツの前側と後側になるように扁平に前記ショーツを折り畳んだ状態で
のショーツの平面図並びに背面図である。尚、図１３には、図１４の後裾部分が見えるは
ずであるが、複雑になるので図示を省略しているが、当業者であれば、十分に理解し得る
。
【０１２１】
図１３～図１６に示されたショーツは、裾縁ライン４ａに沿って設けられた伸縮パワーが
強化された領域２５が２グレードに分かれておらず、１つのグレードのみの伸縮パワーが
強くなっている領域２５を有している点と、左右それぞれの前部－脇部－後部をカバーす
る左並びに右半身充当部片が前中心と後中心の縫合ラインで縫合されている点が、図８、
図９に示したショーツと主として異なっている。
【０１２２】
３０ａが左の前部－脇部－後部をカバーする左半身充当部片、３０ｂが右の前部－脇部－
後部をカバーする右半身充当部片であり、左半身充当部片３０ａと右半身充当部片３０ｂ
とは、前中心の縫合ライン３１と後中心の縫合ライン３２で互いに縫合されている。腹部
の裏側には、腹部の形状を補正するため必要に応じて、お腹押さえ用の裏打ち布を更に設
けてもよい。６はクロッチ部片である。８はウェスト部であり、ウェスト部８の裏側に沿
って、伸縮テープなどが取り付けられている。左半身充当部片３０ａと右半身充当部片３
０ｂは、それぞれ連続した１枚の経編レース地から形成されている。
【０１２３】
このショーツは、経編編成されたレース編地が用いられており、編地全体に伸縮性糸（後
述するような編地全体に配されている第１の伸縮性糸）が配されて経編編成され、編地全
体に伸縮性が付与されている。
【０１２４】
左及び右半身充当部片３０ａ、３０ｂの編み立て方向（ウェール方向）はショーツのほぼ
横方向である。４ａで示される裾縁ラインは、本ショーツの後裾縁ラインであり、波状の
スカラップ２３が形成されている。後裾縁ラインは後述するようにその包絡線が凸になる
ようにカーブしており、後裾縁ライン４ａと連続している前裾縁ライン４ｃも同様の波状
のスカラップ２３が形成されていて、前裾縁ライン４ｃは後述するようにその包絡線が凹
になるようにカーブしている。
【０１２５】
前述した定義に従い、衣料後側の裾縁ラインの上端Ａと下端Ｂを結ぶ仮想直線をａとする
と、後裾縁ライン４ａは、スカラップ状の小カーブを有し、且つスカラップ状の小カーブ
のほぼ頂点を結ぶ包絡線が仮想直線ａから外側に膨らんだ１つの弧状の大カーブ状を呈し
ており、臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブしている裾縁ラインとなっていて
、しかも縁始末不要な裾となっている。縁始末不要な裾とするには、後述するように、当
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該裾縁ラインに沿って、適宜、ほつれ防止糸を編み込む公知の方法により達成できる。ま
た、前裾縁ライン４ｃも後裾縁ライン４ａと連続しているので、後裾縁ライン４ａとその
曲線形状が異なるが、縁始末不要な裾となっている。
【０１２６】
そして、このショーツは、後裾縁ライン４ａ及び前裾縁ライン４ｃに沿って伸縮パワーが
強化された領域２５を有し、前記伸縮パワーが強化された領域２５のパターンが、後裾縁
ライン４ａ及び前裾縁ライン４ｃの形状に沿ったカーブを有する略帯状のパターンとなっ
ている。伸縮パワーが強化された領域２５が、伸縮パワーの大きい領域であり、左及び右
半身充当部片３０ａ、３０ｂの前記領域２５以外の領域は、領域２５よりも伸縮パワーが
小さくなっている。
【０１２７】
すなわち、左及び右半身充当部片３０ａ、３０ｂは、領域２５の部分も含めて、編地全体
に伸縮性糸（後述するような編地全体に配されている第１の伸縮性糸）が配されて伸縮性
が付与されているが、伸縮パワーが強化された領域２５の部分には、後裾縁ライン４ａ、
前裾縁ライン４ｃのカーブに沿って、更に、伸縮パワー強化用の伸縮性糸（これを前記第
１の伸縮性糸と区別するため第２の伸縮性糸と言う。）が、挿入されている。前述の図８
、図９で示したように伸縮パワーが強化された領域を、領域２５ａと領域２５ｂの如く２
段階以上の領域に分けて、領域２５ａに挿入されている伸縮性糸の太さを領域２５ｂに挿
入されている伸縮性糸の太さよりも太くするか、その使用密度（単位当たりの伸縮性糸の
挿入本数）を大きくすることにより、領域２５ａの伸縮パワーを領域２５ｂの伸縮パワー
より大きくして、裾縁側から衣料内部方向に、伸縮パワーが順次変化する領域を設ける態
様としてもよい。
【０１２８】
このようにして伸縮パワーが強化された領域２５を裾部全周にわたって設けることにより
、裾部のフィット性をより一層向上し、裾部分のずり上がりなどがより生じにくいショー
ツとすることができるとともに、裾縁部分に伸縮性テープなどが取り付けられて伸縮パワ
ーを強化している場合に比べて、肌への食い込みなどがなく、着用者の肌に伸縮性テープ
などの押圧の跡がついてしまうなどの問題がない。従って着用感が良好で、伸縮性テープ
の厚みによる段差がアウターウェアーに反映し、アウターウェアーの外側からも段差が見
えてしまい、着用者の外観を著しく低下させると言う問題もなく好ましい。
【０１２９】
そしてこのショーツの後裾縁ライン４ａには、図３、図４で示したショーツ後裾縁ライン
４ａと同様に、波状のスカラップ２３が形成されている。そしてスカラップ状の小カーブ
を有し、且つスカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結ぶ包絡線が前記で説明した仮想直線
ａから外側に膨らんだ大カーブ状を呈している。
【０１３０】
　上述したように、本発明においては、後裾縁ラインの上端Ａと下端Ｂの間が、スカラッ
プ状の小カーブを有し、且つスカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結ぶ包絡線が先に定義
した仮想直線ａから外側に膨らんだ１つの弧状の大カーブ状の曲線ライン（すなわち包絡
線が曲線ライン）となっており、更に前記包絡線の曲率が、裾縁ラインの上端Ａ側の当該
包絡線のカーブの曲率よりも下端Ｂ側の当該包絡線のカーブの曲率が大きいカーブになっ
ている。従って、図１５や特に図１６からも明らかなように、臀部の丸い膨らみの下側か
らも臀部の丸い膨らみを十分に覆い、全体的に臀部の丸い膨らみ部分を、すっぽりと包み
込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、着用者の運動や屈伸など動作によって、
裾部分のずり上がりなどが生じにくい機能を好適に発揮できる。そして前記仮想直線ａか
ら垂直方向に測定した前記後裾縁ライン４ａまでの距離の最も長い部分ｂは、本実施の形
態例では、３ｃｍとした。後裾縁ラインの長さは、Ａ－Ｂ間の包絡線の長さで、Ｍサイズ
の衣料において１７ｃｍとした。
【０１３１】
かくして得られた本発明のショーツは、裾全周がスカラップを有する縁始末が不要な裾と
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なっており、従って裾部に折り返して縫製された部分が存在しないので、折り返し部分に
よる段差が生じることがなく、着用者の外観を低下させるおそれががなく、着用感もよく
、しかも、衣料後側における裾縁ラインが臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブ
して臀部の丸い膨らみ部分を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い
易く、着用者の運動や屈伸など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくいレー
ス状のスカラップを有し縁始末不要な裾を有するショーツを提供できる。特にレース状の
スカラップを有しており、その包絡線が全体として仮想直線ａから外側に膨らんだ１つの
弧状の大カーブ状になっているので、意匠的にも美しく、好ましい。また、領域２５の伸
縮パワーを大きくした伸縮パワーが強化された領域を設けているので、裾部のフィット性
をより一層向上し、裾部分のずり上がりなどがより生じにくいショーツとすることができ
る。
【０１３２】
尚、本実施の形態例に示したショーツは、ショートタイプのガードルに適用することもで
きる。
【０１３３】
次に、図１７、図１８に、後側における裾が、カーブした縁始末不要な裾を有する本発明
の衣料であるショートタイプのガードルの更に別の実施の形態例を示した。
【０１３４】
図１７は、本発明の衣料であるショートタイプのガードルの前側から見た平面図、図１８
は、図１７のガードルの後側から見た背面図である。尚、図１９は、図１７、図１８で示
したガードルに使用している左半身充当部片３０ａの展開平面図である。図１７、図１８
はそれぞれ、ガードルの左右の脇ライン３を境界線として、ガードルの前側と後側になる
ように扁平に前記ガードルを折り畳んだ状態でのガードルの平面図並びに背面図である。
尚、図１７には、図１８の後裾部分が見えるはずであるが、複雑になるので図示を省略し
ているが、当業者であれば、十分に理解し得る。
【０１３５】
図１７～図１９に示されたショートタイプのガードルは、ウェスト部８の裏側に沿って、
伸縮テープなどが取り付けられる代わりに、ウェスト部８の縁ライン８ａに沿って伸縮パ
ワーが強化された領域２８が設けられており、ウェスト部８の縁ライン８ａも、縁始末不
要な縁が採用されている点が、図１４～図１６に示したショートタイプのガードルと主と
して異なっている。
【０１３６】
３０ａが左の前部－脇部－後部をカバーする左半身充当部片、３０ｂが右の前部－脇部－
後部をカバーする右半身充当部片であり、左半身充当部片３０ａと右半身充当部片３０ｂ
とは、前中心の縫合ライン３１と後中心の縫合ライン３２で互いに縫合されている。腹部
の裏側には、腹部の形状を補正するため必要に応じて、お腹押さえ用の裏打ち布を更に設
けてもよい。６はクロッチ部片である。左半身充当部片３０ａと右半身充当部片３０ｂに
おいて、８はウェスト部であり、ウェスト部８の裏側に沿って、伸縮テープなどが取り付
けられる代わりに、ウェスト部８の縁ライン８ａに沿って伸縮パワーが強化された領域２
８が設けられており、且つウェスト部８の縁ライン８ａも、ほつれ防止糸を裾縁に沿って
編み込むことにより、縁始末不要な縁が形成されている。このウェスト部８の縁ライン８
ａは、スカラップ状の小カーブを有し且つスカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結ぶ包絡
線は、凹状のカーブとなっている。そして左半身充当部片３０ａと右半身充当部片３０ｂ
は、それぞれ連続した１枚のシングルラッセルレース地から形成されている。
【０１３７】
このガードルは、シングルラッセルレース編地が用いられており、編地全体に伸縮性糸（
後述するような編地全体に配されている第１の伸縮性糸）が配されて経編編成され、編地
全体に伸縮性が付与されている。
【０１３８】
左及び右半身充当部片３０ａ、３０ｂの編み立て方向（ウェール方向）はガードルのほぼ
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横方向である。４ａで示される裾縁ラインは、本ガードルの後裾縁ラインであり、波状の
スカラップ２３が形成されている。後裾縁ラインは後述するようにその包絡線が凸になる
ようにカーブしており、後裾縁ライン４ａと連続している前裾縁ライン４ｃも同様の波状
のスカラップ２３が形成されていて、前裾縁ライン４ｃは後述するようにその包絡線が凹
になるようにカーブしている。
【０１３９】
前述した定義に従い、衣料後側の裾縁ラインの上端Ａと下端Ｂを結ぶ仮想直線をａとする
と、後裾縁ライン４ａは、スカラップ状の小カーブを有し、且つスカラップ状の小カーブ
のほぼ頂点を結ぶ包絡線が仮想直線ａから外側に膨らんだ１つの弧状の大カーブ状を呈し
ており、臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブしている裾縁ラインとなっていて
、しかも縁始末不要な裾となっている。縁始末不要な裾とするには、後述するように、当
該裾縁ラインに沿って、適宜、ほつれ防止糸を編み込む公知の方法により達成できる。ま
た、前裾縁ライン４ｃも後裾縁ライン４ａと連続しているので、後裾縁ライン４ａとその
曲線形状が異なるが、縁始末不要な裾となっている。
【０１４０】
そして、このガードルは、後裾縁ライン４ａ及び前裾縁ライン４ｃに沿って伸縮パワーが
強化された領域２５を有し、前記伸縮パワーが強化された領域２５のパターンが、後裾縁
ライン４ａ及び前裾縁ライン４ｃの形状に沿ったカーブを有する略帯状のパターンとなっ
ている。左及び右半身充当部片３０ａ、３０ｂ中の前記領域２５と、前述したウェスト部
８の伸縮パワーが強化された領域２８以外の領域は、領域２５、領域２８よりも伸縮パワ
ーが小さくなっている。
【０１４１】
すなわち、左及び右半身充当部片３０ａ、３０ｂは、領域２５、領域２８の部分も含めて
、編地全体に伸縮性糸（後述するような編地全体に配されている第１の伸縮性糸）が配さ
れて伸縮性が付与されているが、伸縮パワーが強化された領域２５の部分には、後裾縁ラ
イン４ａ、前裾縁ライン４ｃのカーブに沿って、更に、伸縮パワー強化用の伸縮性糸（こ
れを前記第１の伸縮性糸と区別するため第２の伸縮性糸と言う。）が、挿入されている。
領域２８の部分においても、ウェスト部８の縁ライン８ａのカーブに沿って、更に、伸縮
パワー強化用の伸縮性糸が、挿入されている。
【０１４２】
前述の図８、図９で示したように伸縮パワーが強化された領域を、領域２５ａと領域２５
ｂの如く２段階以上の領域に分けて、領域２５ａに挿入されている伸縮性糸の太さを領域
２５ｂに挿入されている伸縮性糸の太さよりも太くするか、その使用密度（単位当たりの
伸縮性糸の挿入本数）を大きくすることにより、領域２５ａの伸縮パワーを領域２５ｂの
伸縮パワーより大きくして、縁から衣料内部方向に、伸縮パワーが順次変化する領域を設
ける態様としてもよい。
【０１４３】
このようにして伸縮パワーが強化された領域２５を裾部全周にわたって設けることにより
、裾部のフィット性をより一層向上し、裾部分のずり上がりなどがより生じにくいガード
ルとすることができるとともに、裾縁部分に伸縮性テープなどが取り付けられて伸縮パワ
ーを強化している場合に比べて、肌への食い込みなどがなく、着用者の肌に伸縮性テープ
などの押圧の跡がついてしまうなどの問題がない。ウェスト部８の伸縮パワーが強化され
た領域２８についても同様の効果がある。従って着用感が良好で、伸縮性テープの厚みに
よる段差がアウターウェアーに反映し、アウターウェアーの外側からも段差が見えてしま
い、着用者の外観を著しく低下させると言う問題もなく好ましい。
【０１４４】
そしてこのガードルの後裾縁ライン４ａには、図３、図４で示したショーツ後裾縁ライン
４ａと同様に、波状のスカラップ２３が形成されている。そしてスカラップ状の小カーブ
を有し、且つスカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結ぶ包絡線が前記で説明した仮想直線
ａから外側に膨らんだ１つの弧状の大カーブ状となっている。
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【０１４５】
　上述したように、本発明においては、後裾縁ラインの上端Ａと下端Ｂの間が、スカラッ
プ状の小カーブを有し、且つスカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結ぶ包絡線が先に定義
した仮想直線ａから外側に膨らんだ１つの弧状の大カーブ状の曲線ラインとなっており、
しかも前記包絡線の曲率が、裾縁ラインの上端Ａ側の当該包絡線のカーブの曲率よりも下
端Ｂ側の当該包絡線のカーブの曲率が大きいカーブになっている。従って、臀部の丸い膨
らみの下側からも臀部の丸い膨らみを十分に覆い、全体的に臀部の丸い膨らみ部分を、す
っぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、着用者の運動や屈伸など動
作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくい機能を好適に発揮できる。そして前記
仮想直線ａから垂直方向に測定した前記後裾縁ライン４ａまでの距離の最も長い部分ｂは
、本実施の形態例では、３ｃｍとした。また、後裾縁ラインのＡ－Ｂ間の包絡線の長さは
、Ｍサイズで１７ｃｍとした。
【０１４６】
かくして得られた本発明のガードルは、裾全周がスカラップを有する縁始末が不要な裾と
なっており、従って裾部に折り返して縫製された部分が存在しないので、折り返し部分に
よる段差が生じることがなく、また、ウェスト部８の縁ライン８ａも、縁始末不要な縁が
採用されていて、しかも伸縮パワーが強化された領域２８が設けられており、ウェスト部
８の裏側に伸縮テープなどが存在せず、着用者の外観を低下させるおそれががなく、着用
感もよく、しかも、衣料後側における裾縁ラインが臀部の膨らみの外脇側から下側に沿っ
てカーブして臀部の丸い膨らみ部分を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構
造に沿い易く、着用者の運動や屈伸など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じに
くいレース状のスカラップを有し縁始末不要な裾を有するショートタイプのガードルを提
供できる。特にレース状のスカラップを有しており、その包絡線が全体として仮想直線ａ
から外側に膨らんだ１つの弧状の大カーブ状になっているので、意匠的にも美しく、好ま
しい。また、領域２５の伸縮パワーを大きくした伸縮パワーが強化された領域を設けてい
るので、裾部のフィット性をより一層向上し、裾部分のずり上がりなどがより生じにくい
ガードルとすることができる。
【０１４７】
尚、本実施の形態例に示したショートタイプのガードルは、ショーツに適用することもで
きる。
【０１４８】
また、必要に応じて、伸縮パワーが強化された領域２５などを、図８、図９に示した実施
の形態例のように２段階以上に分けて、裾縁側が伸縮パワーの大きい領域とし、それより
衣料内部の領域が伸縮パワーが前者より小さい領域とするとか、必要に応じてその逆の組
み合わせとしてもよい。
【０１４９】
次に、図２０に、後側における裾が、カーブした縁始末不要な裾を有する本発明の衣料で
あるショートタイプのガードルの更に別の実施の形態例を示した。
【０１５０】
図２０は、本発明の衣料であるショートタイプのガードルの後側から見た背面図である。
図２０はガードルの左右の脇ライン３を境界線として、ガードルの前側と後側になるよう
に扁平に前記ガードルを折り畳んだ状態でのガードルの背面図である。図２０のショート
タイプのガードルの前側から見た平面図は、実質的に図３と構成が同一なので、図示を省
略し、図３の図面を代用して取り上げて説明する。図２０に示されたショートタイプのガ
ードルは、着用者の背中下部の窪み部分にピッタリとフィットするように、後中心を左右
対称軸として後側のウェスト部８の下に略逆三角形状の伸縮パワーの強化された後部ウェ
スト下部充当部片３５が更に接ぎ合わされて設けられている点が、図３、図４に示したシ
ョーツと主として異なっている。従って同一部分には同一の符号を付している。
【０１５１】
１が腹部を覆う腹部充当部片（図３参照）、４が前脇部から脇部並びに後部を充当する前
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脇部－脇部－後部充当部片であり、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４同士は、後中心
の縫合ライン７で互いに縫合されている。腹部充当部片１は、縫合ライン５（図３参照）
で前脇部－脇部－後部充当部片４と縫合されているが、左右の脇下側に前裾充当部片２０
（図３参照）が更に縫合ライン２１（図３参照）で縫合されている。また前裾充当部片２
０は、縫合ライン５で前脇部－脇部－後部充当部片４と縫合されている。腹部充当部片１
の裏側には、腹部の形状を補正するため必要に応じて、お腹押さえ用の裏打ち布を更に設
けてもよい。６はクロッチ部片である。８はウェスト部であり、ウェスト部８の裏側に沿
って、伸縮テープなどが取り付けられている。
【０１５２】
左右の前脇部－脇部－後部充当部片４の後ろ中心側の上部は、それぞれ斜めに切り欠き部
分を有し、そこに、前述した略逆三角形状の伸縮パワーの強化された後部ウェスト下部充
当部片３５が縫合ライン３６で縫合されている。後部ウェスト下部充当部片３５の伸縮方
向は、少なくとも横方向に伸縮性を有し、当該充当部片３５において、使用されている伸
縮性糸の太さを太くするか、その使用密度（単位当たりの伸縮性糸の挿入本数）を大きく
することにより、当該充当部片３５の伸縮パワーを大きくして、この部分が、着用者の背
中下部の窪みにフィットするようにしている。
【０１５３】
このガードルは、シングルラッセルレース編地が用いられており、編地全体に伸縮性糸（
後述するような編地全体に配されている第１の伸縮性糸）が配されて経編編成され、編地
全体に伸縮性が付与されている。尚、レース模様は、図示を省略した。
【０１５４】
腹部充当部片１、後部ウェスト下部充当部片３５、及び左右の前脇部－脇部－後部充当部
片４の編み立て方向（ウェール方向）はガードルのほぼ横方向である。前裾充当部片２０
の編み立て方向（ウェール方向）は、裾縁ライン２２（図３参照）が全体的に傾斜してい
る方向の斜め方向である。４ａで示される裾縁ラインは、本ガードルの後裾縁ラインであ
り、波状のスカラップ２３が形成されている。前述した定義に従い、衣料後側の裾縁ライ
ンの上端Ａと下端Ｂを結ぶ仮想直線をａとすると、後裾縁ライン４ａは、スカラップ状の
小カーブを有し、且つスカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結ぶ包絡線が前述した仮想直
線ａから外側に膨らんだ１つの弧状の大カーブ状を呈しており、全体的に臀部の膨らみの
外脇側から下側に沿ってカーブしている裾縁ラインとなっていて、しかも縁始末不要な裾
となっている。縁始末不要な裾とするには、後述するように、当該裾縁ラインに沿って、
適宜、ほつれ防止糸を編み込む公知の方法により達成できる。また、左右の前脇部－脇部
－後部充当部片４は、一体的に形成された経編地であるので、上述の充当部片４の前脇部
の裾縁ライン４ｂ（図３参照）の部分も縁始末不要な裾となっている。更に、前裾充当部
片２０の裾縁も縁始末不要な裾となっている生地を採用した。
【０１５５】
なお、この実施の形態例においては、前裾充当部片２０の裾縁ライン２２も波状のスカラ
ップが形成されており、縁始末不要な裾としている。
【０１５６】
そしてこのガードルの後裾縁ライン４ａは、図３、図４で示したガードル後裾縁ライン４
ａと同様に、波状のスカラップ２３が形成されていてスカラップ状の小カーブを有し且つ
全体として前記で説明した仮想直線ａから外側に膨らんだ大カーブ状を呈している。すな
わちスカラップの曲線のほぼ頂点を結んで、スカラップの曲線群を包み込む包絡線が、仮
想直線ａから外側に膨らんだ大カーブ状を呈している。
【０１５７】
　上述したように、本発明においては、後裾縁ラインの上端Ａと下端Ｂの間が、スカラッ
プ状の小カーブを有し、且つその包絡線が、先に定義した仮想直線ａから外側に膨らんだ
１つの弧状の大カーブ状の曲線ラインとなっており、しかも前記包絡線の曲率が、裾縁ラ
インの上端Ａ側の当該包絡線のカーブの曲率よりも下端Ｂ側の当該包絡線のカーブの曲率
が大きいカーブになっている。従って、臀部の丸い膨らみの下側からも臀部の丸い膨らみ
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を十分に覆い、全体的に臀部の丸い膨らみ部分を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨ら
みの立体構造に沿い易く、着用者の運動や屈伸など動作によって、裾部分のずり上がりな
どが生じにくい機能を好適に発揮できる。そして前記仮想直線ａから垂直方向に測定した
前記後裾縁ライン４ａまでの距離の最も長い部分ｂは、本実施の形態例では、３ｃｍとし
た。また、後裾縁ラインのＡ－Ｂ間の包絡線の長さは、Ｍサイズの衣料において１８ｃｍ
とした。
【０１５８】
かくして得られた本発明のガードルは、スカラップを有する縁始末が不要な後裾を有して
おり、従って裾部に折り返して縫製された部分が存在しないので、折り返し部分による段
差が生じることがなく、着用者の外観を低下させるおそれががなく、着用感もよく、しか
も、衣料後側における裾縁ラインが臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブして臀
部の丸い膨らみ部分を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、
着用者の運動や屈伸など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくいレース状の
スカラップを有し縁始末不要な裾を有するショートタイプのガードルを提供できる。特に
レース状のスカラップを有しており、その包絡線が全体として仮想直線ａから外側に膨ら
んだ１つの弧状の大カーブ状になっているので、意匠的にも美しく、好ましい。
【０１５９】
尚、本実施の形態例に示したガードルは、ショーツに適用することもできる。
【０１６０】
次に、図２１、図２２に後側における裾が、カーブした縁始末不要な裾を有する本発明の
衣料であるボディスーツの実施の形態例を示した。
【０１６１】
図２１は、本発明の衣料であるボディスーツの前側から見た斜視図、図２２は、図２１の
ボディスーツの後側から見た斜視図である。図２１、図２２に示されたボディスーツは、
ウェスト部より上側に、乳房カップ部を有する上半身部が更に形成されている点を除いて
、ウェスト部より下方部分は、図１１、図１２に示したショートタイプのガードルと類似
している態様である。従って同一部分には同一の符号を付している。
【０１６２】
尚、図２１においては後側に見える部分の肩紐５１の図示を省略している。この部分は図
２２を参照すれば理解される。また図２２においては、肩紐５１は右側の肩紐について一
部図示を省略しており、また肩紐の間に見えるはずの右側の乳房カップ近傍と右脇近傍部
分の図示を省略している。これらを図２２に記載すると図が複雑になり理解しにくくなる
とともに、図２１で十分理解できるからである。
【０１６３】
１が腹部を覆う腹部充当部片、４が前脇部から脇部並びに後部を充当する前脇部－脇部－
後部充当部片であり、上下方向に長く、その上端は乳房カップ部の下側から脇側まで伸び
ており、背面側においては、背中の中間まで伸びている。左右の前脇部－脇部－後部充当
部片４同士は、後中心の縫合ライン７で互いに縫合されている。腹部充当部片１は、縫合
ライン５で前脇部－脇部－後部充当部片４と縫合されている。腹部充当部片１の裏側には
、腹部の形状を補正するため必要に応じて、お腹押さえ用の裏打ち布を更に設けてもよい
。５３は、左右の胸下部充当部片であり、左右の胸下部充当部片５３同士は、前中心の縫
合ライン５４で互いに縫合されており、胸下部充当部片５３の脇縁は、縫合ライン５で前
脇部－脇部－後部充当部片４と縫合されている。胸下部充当部片５３の下側の縁は、縫合
ライン５５で腹部充当部片１の上部に縫合されている。５０は乳房カップ部、５１は肩紐
である。６はクロッチ部片である。
【０１６４】
このボディスーツは、乳房カップ部５０や肩紐５１などを除いて、シングルラッセル編地
が用いられており、編地全体に伸縮性糸（後述するような編地全体に配されている第１の
伸縮性糸）が配されて経編編成され、編地全体に伸縮性が付与されている。腹部充当部片
１、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４の編み立て方向（ウェール方向）はボディスー
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ツのほぼ横方向である。４ａが後裾縁ラインであり、臀部の膨らみの外脇側から下側に沿
ってカーブしている裾縁ラインとなっていて、しかも縁始末不要な裾となっている。縁始
末不要な裾とするには、後述するように、当該裾縁ラインに沿って、適宜、ほつれ防止糸
を編み込む公知の方法により達成できる。また、左右の前脇部－脇部－後部充当部片４は
、一体的に形成された経編地であるので、前記充当部片４の前脇部の裾縁ライン４ｂの部
分も縁始末不要な裾となっている。
【０１６５】
そして、このボディスーツは、裾縁ライン４ａ、４ｂに沿って、伸縮パワーが強化された
領域２５を有し、前記伸縮パワーが強化された領域２５のパターンが、裾縁ラインの形状
に沿ったカーブを有する略帯状のパターンとなっている。伸縮パワーが強化された領域２
５は、複数のグレードの伸縮パワーを有する領域からなっていて、この実施形態例では、
裾縁側が伸縮パワーの大きい領域２５ａからなり、それより衣料内部の領域が伸縮パワー
が前者の領域２５ａより小さい領域２５ｂからなっている。前脇部－脇部－後部充当部片
４の伸縮パワーが小さい領域２５ｂの更に内側の領域は、領域２５ｂよりも更に伸縮パワ
ーが小さくなっている。
【０１６６】
すなわち、前脇部－脇部－後部充当部片４は、領域２５ａ、領域２５ｂも含めて、編地全
体に伸縮性糸（後述するような編地全体に配されている第１の伸縮性糸）が配されて伸縮
性が付与されているが、伸縮パワーが強化された領域２５の部分には、裾縁ラインのカー
ブに沿って、更に、伸縮パワー強化用の伸縮性糸（これを前記第１の伸縮性糸と区別する
ため第２の伸縮性糸と言う。）が、挿入されている。領域２５ａに挿入されている伸縮性
糸の太さを領域２５ｂに挿入されている伸縮性糸の太さよりも太くするか、その使用密度
（単位当たりの伸縮性糸の挿入本数）を大きくすることにより、領域２５ａの伸縮パワー
を領域２５ｂの伸縮パワーより大きくして、裾縁側から衣料内部方向に、伸縮パワーが順
次変化する領域を設けることができる。こうすることにより、裾部のフィット性をより一
層向上し、裾部分のずり上がりなどがより生じにくいボディスーツとすることができると
ともに、裾縁部分に伸縮性テープなどが取り付けられて伸縮パワーを強化している場合に
比べて、肌への食い込みなどがなく、着用者の肌に伸縮性テープなどの押圧の跡がついて
しまうなどの問題がない。従って着用感が良好で、伸縮性テープの厚みによる段差がアウ
ターウェアーに反映し、アウターウェアーの外側からも段差が見えてしまい、着用者の外
観を著しく低下させると言う問題もなく好ましい。
【０１６７】
なお、この実施の形態例においては、腹部充当部片１の左右の前脇裾縁ライン２７の部分
も縁始末不要な裾としている。そして前脇裾縁ライン２７に沿って伸縮パワーが強化され
た領域２６を前記領域２５と同様に設けている。前記伸縮パワーが強化された領域２６の
パターンが、前脇裾縁ライン２７の形状に沿った凹状のカーブを有する略帯状のパターン
となっていて、伸縮パワーが強化された領域２６は、裾縁側が伸縮パワーの大きい領域２
６ａからなり、それより衣料内部の領域が伸縮パワーが前者の領域２６ａより小さい領域
２６ｂからなっている。腹部充当部片１における領域２６ｂより更に内側の領域は、領域
２６ｂよりも更に伸縮パワーが小さくなっている。
【０１６８】
尚、本ボディスーツを形成する経編地としては、シングルラッセル編地の代わりに、部分
的にシングルラッセルレース地を用いてもよい。
【０１６９】
　図２１、図２２で示されたボディスーツの後裾縁ライン４ａは、先に定義した後裾縁ラ
インの上端と下端の間が、先に定義した仮想直線ａから外側に膨らんだ滑らかな１つの弧
状の大カーブ状の曲線ラインを呈しており、且つ前記カーブの曲率については、裾縁ライ
ンの上端側のカーブの曲率よりも下端側のカーブの曲率が大きいカーブになっている。従
って、臀部の丸い膨らみの下側からも臀部の丸い膨らみを十分に覆い、全体的に臀部の丸
い膨らみ部分を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、着用者
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の運動や屈伸など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくい機能を好適に発揮
できる。そして前記仮想直線ａから垂直方向に測定した前記後裾縁ライン４ａまでの距離
の最も長い部分ｂは、本実施の形態例のボディスーツにおいては、３．５ｃｍとした。ま
た、後裾縁ライン４ａの上端から下端までの曲線の長さは、Ｍサイズの衣料において１８
．５ｃｍとした。
【０１７０】
かくして得られた本発明のボディスーツは、縁始末が不要な後裾を有しており、従って裾
部に折り返して縫製された部分が存在しないので、折り返し部分による段差が生じること
がなく、着用者の外観を低下させるおそれががなく、着用感もよく、しかも、衣料後側に
おける裾縁ラインが臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブして臀部の丸い膨らみ
部分を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、着用者の運動や
屈伸など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくい縁始末不要な裾を有するボ
ディスーツを提供できる。また、領域２５ａ、２６ａの伸縮パワーを領域２５ｂ、２６ｂ
の伸縮パワーより大きくして、裾縁側から衣料内部方向に、伸縮パワーが順次変化する領
域を設けているので、裾部のフィット性をより一層向上し、裾部分のずり上がりなどがよ
り生じにくいボディスーツとすることができる。
【０１７１】
尚、本実施の形態例に示したボディスーツは、ボディテディなどに適用することもできる
。ボディテディの場合には、シングルラッセルレース編地により形成すると、デザイン性
が向上し、おしゃれなものとなる。
【０１７２】
また、必要に応じて、伸縮パワーが強化された領域２５、２６において、裾縁近傍が伸縮
パワーの小さい領域とし、それより衣料内部の領域が伸縮パワーが前者より大きい領域と
してもよい。
【０１７３】
次に図２３、図２４に後側における裾が、カーブした縁始末不要な裾を有する本発明の衣
料であるボディスーツの別の実施の形態例を示した。
【０１７４】
図２３は、本発明の衣料であるボディスーツの前側から見た斜視図、図２４は、図２３の
ボディスーツの後側から見た斜視図である。
【０１７５】
尚、図２３においては後側に見える部分の肩紐５１の図示を省略している。この部分は図
２４を参照すれば理解される。また図２４においては、肩紐５１は右側の肩紐について一
部図示を省略しており、また肩紐の間に見えるはずの右側の乳房カップ近傍と右脇近傍部
分の図示を省略している。これらを図２４に記載すると図が複雑になり理解しにくくなる
とともに、図２３で十分理解できるからである。
【０１７６】
６０ａが左の前部－脇部－後部をカバーする左半身充当部片、６０ｂが右の前部－脇部－
後部をカバーする右半身充当部片であり、左半身充当部片６０ａと右半身充当部片６０ｂ
とは、前中心の縫合ライン６１と後中心の縫合ライン６２で互いに縫合されている。左半
身充当部片６０ａと右半身充当部片６０ｂは、上下方向に長く、その上端は乳房カップ部
の下側から脇側まで伸びており、背面側においては、背中の中間まで伸びている。前側中
央部には、左半身充当部片６０ａと右半身充当部片６０ｂにまたがって、その上にお腹押
さえを兼ねた胸下部－腹部充当部片６２が重ねられて設けられており、前記充当部片６２
の周囲が左半身充当部片６０ａと右半身充当部片６０ｂに縫合されている。
【０１７７】
５０は乳房カップ部、５１は肩紐である。６はクロッチ部片である。左及び右半身充当部
片６０ａ、６０ｂの後ろ側の臀部の膨らみを充当する部分は、臀部の膨らみの立体形状に
沿うように、加熱成形されている。この成形は、例えばモールド成形や、気体状加熱媒体
による熱セット成型法（例えば日本特許第３２０１５７８号公報参照）などによって行わ
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れる。かかる成形をしておくことにより、後部をカバーする生地の臀部の膨らみに相当す
る箇所を膨らませることができ、裏打ちなどのない１枚物の生地であっても、臀部の膨ら
みに追従でき、臀部の立体形状へのフィット性が向上し好ましい。
【０１７８】
このボディスーツは、乳房カップ部５０や肩紐５１などを除いて、シングルラッセル編地
が用いられており、編地全体に伸縮性糸（後述するような編地全体に配されている第１の
伸縮性糸）が配されて経編編成され、編地全体に伸縮性が付与されている。左及び右半身
充当部片６０ａ、６０ｂと胸下部－腹部充当部片６２の編み立て方向（ウェール方向）は
ボディスーツのほぼ横方向である。
【０１７９】
４ａが後裾縁ラインであり、臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブしている裾縁
ラインとなっていて、しかも縁始末不要な裾となっている。縁始末不要な裾とするには、
後述するように、当該裾縁ラインに沿って、適宜、ほつれ防止糸を編み込む公知の方法に
より達成できる。また、前裾縁ライン４ｃも後裾縁ライン４ａと連続しているので、後裾
縁ライン４ａとその曲線形状が異なるが、縁始末不要な裾となっている。尚、前裾縁ライ
ン４ｃの曲線形状は、衣料の内側に凹む、凹状のカーブとなっている。
【０１８０】
そして、このボディスーツは、後裾縁ライン４ａ、前裾縁ライン４ｃに沿って伸縮パワー
が強化された領域２５を有し、前記伸縮パワーが強化された領域２５のパターンが、後裾
縁ライン４ａ及び前裾縁ライン４ｃの裾縁ラインの形状に沿ったカーブを有する略帯状の
パターンとなっている。伸縮パワーが強化された領域２５は、この実施形態例では、裾縁
側が伸縮パワーの大きい領域２５ａからなり、それより衣料内部の領域が伸縮パワーが前
者の領域２５ａより小さい領域２５ｂからなる。左及び右半身充当部片６０ａ、６０ｂに
おいて、伸縮パワーが小さい領域２５ｂの更に内側の領域は、領域２５ｂよりも更に伸縮
パワーが小さくなっている。
【０１８１】
すなわち、左及び右半身充当部片６０ａ、６０ｂは、領域２５ａ、領域２５ｂも含めて、
編地全体に伸縮性糸（後述するような編地全体に配されている第１の伸縮性糸）が配され
て伸縮性が付与されているが、伸縮パワーが強化された領域２５の部分には、裾縁ライン
のカーブに沿って、更に、伸縮パワー強化用の伸縮性糸（これを前記第１の伸縮性糸と区
別するため第２の伸縮性糸と言う。）が、挿入されている。領域２５ａに挿入されている
伸縮性糸の太さを領域２５ｂに挿入されている伸縮性糸の太さよりも太くするか、その使
用密度（単位当たりの伸縮性糸の挿入本数）を大きくすることにより、領域２５ａの伸縮
パワーを領域２５ｂの伸縮パワーより大きくして、裾縁から衣料内部方向に、伸縮パワー
が順次変化する領域を設けることができる。こうすることにより、裾部のフィット性をよ
り一層向上し、裾部分のずり上がりなどがより生じにくいボディスーツとすることができ
るとともに、裾縁部分に伸縮性テープなどが取り付けられて伸縮パワーを強化している場
合に比べて、肌への食い込みなどがなく、着用者の肌に伸縮性テープなどの押圧の跡がつ
いてしまうなどの問題がない。従って着用感が良好で、伸縮性テープの厚みによる段差が
アウターウェアーに反映し、アウターウェアーの外側からも段差が見えてしまい、着用者
の外観を著しく低下させると言う問題もなく好ましい。
【０１８２】
尚、本ボディスーツを形成する経編地としては、シングルラッセル編地の代わりに、部分
的に経編レース地を用いてもよい。
【０１８３】
　図２３、図２４で示されたボディスーツの後裾縁ライン４ａは、先に定義した後裾縁ラ
インの上端と下端の間が、先に定義した仮想直線ａから外側に膨らんだ滑らかな１つの弧
状の大カーブ状の曲線ラインとなっており、且つ前記カーブの曲率については、裾縁ライ
ンの上端側のカーブの曲率よりも下端側のカーブの曲率が大きいカーブになっている。従
って、臀部の丸い膨らみの下側からも臀部の丸い膨らみを十分に覆い、全体的に臀部の丸
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い膨らみ部分を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、着用者
の運動や屈伸など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくい機能を好適に発揮
できる。そして前記仮想直線ａから垂直方向に測定した前記後裾縁ライン４ａまでの距離
の最も長い部分ｂは、本実施の形態例のボディスーツにおいては、２．５ｃｍとした。ま
た、後裾縁ライン４ａの上端から下端までの曲線の長さは、Ｍサイズの衣料において１７
ｃｍとした。
【０１８４】
かくして得られた本発明のボディスーツは、縁始末が不要な後裾を有しており、従って裾
部に折り返して縫製された部分が存在しないので、折り返し部分による段差が生じること
がなく、着用者の外観を低下させるおそれががなく、着用感もよく、しかも、衣料後側に
おける裾縁ラインが臀部の膨らみの外脇側から下側に沿ってカーブして臀部の丸い膨らみ
部分を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、着用者の運動や
屈伸など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくい縁始末不要な裾を有するボ
ディスーツを提供できる。また、領域２５ａの伸縮パワーを領域２５ｂの伸縮パワーより
大きくして、裾縁に沿って伸縮パワーが順次変化する領域を設けているので、裾部のフィ
ット性をより一層向上し、裾部分のずり上がりなどがより生じにくいボディスーツとする
ことができる。
【０１８５】
尚、本実施の形態例に示したボディスーツは、ボディテディなどに適用することもできる
。ボディテディに適用する場合には、ボディスーツより衣料としての伸縮パワーがやや小
さめになるよう、伸縮性糸の太さや、挿入本数などを変更してもよいし、ボディスーツに
おいて、腹部充当部片１の裏側に、お腹押さえ用の裏打ち布が更に設けられている場合に
は、当該裏打ち布の存在しない態様にしてもよい。
【０１８６】
また、必要に応じて、伸縮パワーが強化された領域２５において、裾縁近傍が伸縮パワー
の小さい領域とし、それより衣料内部の領域が伸縮パワーが前者より大きい領域としても
よい。
【０１８７】
次に、図２５と図２６に、従来のショーツと、本発明のショーツとを比較するために、比
較モデル図を示した。
【０１８８】
図２５が、図８、図９で示した本発明のショーツと図３２に示した従来のショーツとをそ
れぞれ着用した状態を重ねて描いた後側から見た概略比較モデル図、図２６がその右側面
図である。
【０１８９】
簡略化するため、符号としては、図８、図９で示した本発明のショーツの後裾縁ライン４
ａ（実線ライン）と、図３２に示した従来のショーツ後裾縁ライン６０１ａ（点線ライン
）の符号のみを図中に記載した。
【０１９０】
　図２５、図２６からも明らかなように、従来のショーツ後裾縁ライン６０１ａは、前述
した包絡線が直線状であり裾縁ラインが臀部の丸い膨らみの外側をカーブして包み込むよ
うなラインにならないので、臀部の丸い膨らみの立体形状に沿いにくく、裾縁ラインが一
部の部分で臀部の丸い膨らみの中腹部を通過する様な状態になる。このような場合、着用
者の運動や屈伸など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じ易くなる。また、一旦
ずれると元に戻りにくい。一方、本発明のショーツの後裾縁ライン４ａは、その包絡線が
全体として前述した仮想直線ａから外側に膨らんだ１つの弧状の大カーブ状を呈しており
、且つ前記包絡線の曲率が裾縁ラインの上端側のカーブの曲率よりも下端側のカーブの曲
率が大きいカーブになっていて、しかも仮想直線ａから垂直方向に測定した前記後裾縁ラ
イン４ａまでの距離の最も長い部分ｂが１．５～７ｃｍ、この実施の形態例では４ｃｍで
あるので、臀部の丸い膨らみの下側からも臀部の丸い膨らみを十分に覆い、全体的に臀部
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の丸い膨らみ部分を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易く、着
用者の運動や屈伸など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくい機能を発揮し
やすいことがわかる。
【０１９１】
上記で説明したように、従来のショーツやガードルなどにおいては縁始末不要な後裾縁ラ
インは、裾縁ラインもしくはその包絡線が直線状となってしまう。それは、通常のレース
編地や、トリコットやパワーネットなどの経編地が、長方形の経長の形状にしか編めない
からでもある。本発明においては、縁始末不要なカーブした縁ラインを有するレース地の
技術を特定の衣料に応用して、その縁始末不要な縁ラインのカーブの出し方やカーブの長
さを、ヒップの立体形状にフィットする様、設計することを工夫することによって、裾の
着用感を向上させたショーツやガードルなどの衣料を形成したものである。
【０１９２】
以上の実施の形態例で説明した衣料は、衣料後側を充当する生地が、少なくとも裾縁部か
ら臀部上方部まで連続した一体の経編地からなる態様の実施の形態例を挙げて説明したが
、必要に応じて、衣料後側を充当する生地を、当該裾部充当用のパーツとそれより上側の
衣料後側を充当するパーツに分けて別々に各パーツを用意し、本発明の前述した要件を満
たす後裾縁ラインを有する裾部充当用のパーツが、前記それより上側の衣料後側を充当す
るパーツの裾部を構成するように縫合されて取り付けられている態様とすることも可能で
ある。
【０１９３】
尚、以上の様な実施の形態例に示したショーツは、ショートタイプのガードルに適用する
こともできるし、ショートタイプのガードルは、ショーツに適用することができる。特に
限定するものではないが、概略的に言えば、ショーツに適用する場合には、ガードルより
衣料としての伸縮パワーがやや小さめになるよう、伸縮性糸の太さや、挿入本数などを変
更してもよいし、ガードルにおいて、腹部充当部の裏側に、お腹押さえ用の裏打ち布が更
に設けられている場合には、ショーツに適用する場合には、当該裏打ち布の存在しない態
様にしてもよい。このように、本発明においては、比較的伸縮パワーが強められているも
のをガードル、比較的伸縮パワーが弱いものをショーツと呼んでいるが、ショーツとショ
ートタイプのガードルを厳密に区別するものではない。
【０１９４】
以上、本発明の衣料について、実施の形態例について説明した。
【０１９５】
本発明の衣料に用いられる、経編地としては、シングルラッセル編が好ましく、また、経
編レース地がより好ましく、経編レース地のうちでも、特にシングルラッセルレースがよ
り好ましい。
【０１９６】
次に、例えばシングルラッセルレース編みやシングルラッセル編を用いて、後裾縁ライン
４ａのような、所定のカーブした裾縁ラインを有し、縁始末不要な裾とする方法について
、代表的な方法を図２７～図２９を引用しながら説明する。
【０１９７】
シングルラッセルレース編みにおいて、柄を形成しない場合は、シングルラッセル編とほ
ぼ同等のものになるので、シングルラッセルレース編みをベースとして、所定のカーブし
た裾縁ラインを有し、縁始末不要な裾とする場合の、編成方法の例について説明する。
【０１９８】
図２７は、各筬毎に分離して記載した主要筬の糸の編み組織図であり、図２８は、図２７
に示した組織に従って編み上げられた編地の組織を説明するための、簡略化した組織図、
図２９は、図２８の編地を所定のカーブした裾縁に沿って、カットした状態を説明するた
めの簡略化した組織図である。
【０１９９】
このレース編地として、経編編成による場合、地編の基本組織を、鎖編糸と挿入糸による
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サテン編、プレーンコード編、デンビ編、チュール編あるいはメッシュ調などの編組織に
して、ポリウレタン繊維等のスパンデックス糸その他の伸縮性糸を挿入して編成すること
により、編地全体に比較的大きな伸長性や伸縮性を付与し、これに柄筬による通常のレー
ス柄、あるいはジャカードガイド筬による厚地、薄地、穴地等の変化による所謂ジャカー
ドレース柄を構成することができる。
【０２００】
すなわちこの実施形態例で説明するレース編地は、地編を編成するいわゆる地筬とは別に
、柄を編成する柄筬を備える経編機、あるいはジャカード装置により運動が制御される少
なくとも１枚のジャカードガイド筬を備える経編機により編成される。
【０２０１】
具体的には、前記の経編機により、レース用の地編の基本組織、例えばウールや綿等の天
然繊維あるいはナイロン繊維、ポリエステル繊維などの合成繊維等の非伸縮性糸よりなる
鎖編糸（７１）と、非伸縮性糸よりなる挿入糸または非伸縮性糸でカバリングした伸縮性
糸よりなる挿入糸（７２）とにより形成される地編の組織に対して、ポリウレタン繊維等
のスパンデックス糸その他よりなる第１の伸縮性糸（７３）が、挿入糸として編地全体に
配されて編成されることにより、編地全体に主として経方向（糸の供給方向、本発明の衣
料では、ほぼ衣料の横方向に相当する方向）の伸縮性が付与されている。なお、挿入糸（
７２）として、非伸縮性糸でカバリングした伸縮性糸よりなる挿入糸を用いた場合には、
図２７で図示したように所要コース毎に横振り（他のウェールにまたがって横に振られる
こと）を入れながら挿入することにより、編地全体に主として横方向（糸の供給方向と直
角の方向、本発明の衣料では、ほぼ衣料の縦方向に相当する方向）の伸縮性も付与できる
ので、挿入糸（７２）として、非伸縮性糸でカバリングした伸縮性糸よりなる挿入糸を用
いることが好ましく、前記実施例の衣料においては、挿入糸（７２）として、非伸縮性糸
でカバリングした伸縮性糸よりなる挿入糸を用いている。
【０２０２】
そして、前記のレース編地において、この編地の使用態様に応じて求められる裾縁ライン
を形成し、更には所定部分に所定幅（所定数のウェール幅）で、伸縮パワーが強化された
領域を形成するための伸縮強化用の第２の伸縮性糸（７４）が挿入されて、裾縁ライン並
びに必要に応じ裾縁ライン形状に沿った伸縮パワーが強化された略帯状のパターンの領域
部分を形成するように編成される。第２の伸縮性糸（７４）は、所定の裾縁ラインのカー
ブやスカラップの形状に応じてカーブする任意の形状で編方向に連続するように挿入され
ている。
【０２０３】
ここで、図２８、図２９は、前述したように簡略化した組織図であるので、図２７との関
係をまず説明しておく。
【０２０４】
図２７における、鎖編糸（７１）と非伸縮性糸よりなる挿入糸（７２）と第１の伸縮性糸
（７３）は編地全体に配されているので、これを組織図にそのまま重ねて記載すると、組
織図が複雑で、わかりにくくなるので、鎖編糸（７１）と非伸縮性糸よりなる挿入糸又は
非伸縮性糸でカバリングした伸縮性糸よりなる挿入糸（７２）と第１の伸縮性糸（７３）
は、図２８、図２９においては、それぞれ同じウェールで重なるものを、この３本をまと
めて１本の直線８０で示した。すなわち図２８、図２９において８０は鎖編糸（７１）と
挿入糸（７２）と第１の伸縮性糸（７３）の３本をまとめて簡略化して１本の直線で示し
た。尚、ウェール毎に符号を付するため、８０ａ、８０ｂ、８０ｃ、………８０ｎとした
。また第２の伸縮性糸（７４）は、図２８、図２９においては単純なカーブの曲線７４で
表し、ウェール毎に符号を付するため、７４ａ、７４ｂ、７４ｃ、………７４ｎとした。
【０２０５】
上記した経編地９０は、例えば、図２７および図２８に例示の編組織のように編成できる
。
【０２０６】
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すなわち、図２７のように、少なくとも１枚の筬（Ｌ１）により非伸縮性糸よりなる編目
を形成する編糸（７１）を導糸して鎖編みで各ウエールの編目列を編成するとともに、他
の少なくとも１枚の筬（Ｌ２）により非伸縮性糸よりなる挿入糸又は非伸縮性糸でカバリ
ングした伸縮性糸よりなる挿入糸（７２）を導糸して、前記編目列に対して所要コース毎
に横振り挿入して編成することにより、地編の基本組織を編成する。尚ここで、挿入糸（
７２）としては、前述したように非伸縮性糸でカバリングした伸縮性糸よりなる挿入糸を
用いることが編地全体に主として横方向（糸の供給方向と直角の方向、本発明の衣料では
、ほぼ衣料の縦方向に相当する方向）の伸縮性も付与できるので、好ましい。また図示す
る編組織の場合、前記筬（Ｌ１）を所要コース毎に左右交互に隣接ウェールに移行させて
編目形成する編成を繰り返しており、前記編糸（７１）に切断が生じた場合の解れを防止
できるようになっている。
【０２０７】
この地編の基本組織としては、図示する実施例のものに限らず、サテン編デンビ編、プレ
ーンコード編、チュール編あるいはメッシュ調の組織やネット組織等を基本とする種々の
編組織による実施が可能であり、また組織を変化させることも可能である。
【０２０８】
そして、前記とは別に２枚以上の筬を使用して、そのうちの１枚の筬（Ｌ３）で第１の伸
縮性糸（７３）を主として総詰めで導糸し、地編全体にわたって前記の鎖編による各ウェ
ールの編目列に対してジグザグ状に経方向に挿入して編成することにより、経編地９０の
全体に伸縮性を、主として編地の経方向（糸の供給方向、本発明の衣料基準では、ほぼ衣
料の横方向に相当する方向）に付与する。
【０２０９】
本発明においては更に、他の少なくとも１枚の筬（Ｌ４）により、伸縮強化用の第２の伸
縮性糸（７４）を導糸して所定のカーブになるように編幅方向の所定の部分に所定幅（所
定数のウェール）に渡って挿入して、所定の裾縁を形成するとともに、必要に応じて例え
ば他より伸縮パワーの大きい帯状の伸縮パワーが強化されている領域を形成するように編
成する。すなわち、該筬（Ｌ４）の第２の伸縮性糸（７４）を適宜横方向に移行させて編
成することにより、前記所定のカーブを有する裾縁並びに帯状の伸縮パワーが強化された
領域を所定のカーブ形状、例えば図６～図９の４ａや２５のような所定の形状をなすよう
に編成する。
【０２１０】
この際、動きを異にする複数の筬を用いて、それぞれ前記伸縮強化用の第２の伸縮性糸を
所定個所に所定幅で配して編成することにより、カーブやスカラップの曲がりの形状が同
形、対称形あるいは異形の複数の強化伸縮部を同時に形成できる。
【０２１１】
尚、裾縁並びに帯状の伸縮パワーが強化された領域は、図２８、図２９では７４ａ～７４
ｆで示した第２の伸縮性糸の挿入されている部分である。もし図１～図４で例示した実施
の形態の如く、帯状の伸縮パワーが強化された領域を作らない場合には、７４ａを１本、
必要なら７４ａ、７４ｂの２本程度の挿入により、裾縁部のみ形成すればよい。一方、図
６～図８で説明したような、伸縮パワーの強い領域２５ａと伸縮パワーが中間の領域２５
ｂの様な、伸縮パワーが段階的に変化している領域を設けるには、例えば、７４ａ～７４
ｃまでの第２の伸縮性糸の太さを７４ｄ～７４ｆまでの第２の伸縮性糸の太さより太いも
のを使用するとか、あるいは、７４ａ～７４ｃまでの第２の伸縮性糸は各ウェール毎に２
本ずつ重ねて挿入し、７４ｄ～７４ｆまでの第２の伸縮性糸は各ウェール毎に１本ずつ挿
入するなど単位当たりの伸縮性糸の挿入本数を変えることなどの手法により、領域２５ａ
の伸縮パワーと領域２５ｂの伸縮パワーが異なる態様を実現することもできる。
【０２１２】
次に、裾縁部を縁始末不要なほつれの生じない裾縁とするために、糸８０ａ、８０ｂ……
８０ｎのうち裾縁の第２の伸縮性糸７４ａが交差する糸の交差する部分に沿って、糸８０
ａ、８０ｂ……のループとともにループ形成するよう、ほつれ防止糸８１ａ、８１ｂ、８
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１ｃ、８１ｄ、……を編み込む（図２８参照）。必要なら７４ａ、７４ｂの２本程度につ
いて、同様にしてほつれ防止糸を編み込んでおくと、より確実に、ほつれの生じない裾縁
部を形成することができ好ましい。
【０２１３】
このようにして、裾縁部となる部分にほつれ防止糸を編み込んだ後、図２９に示すように
裾縁の第２の伸縮性糸７４ａの形状に沿って、その外側を点線で示したカットライン９１
において切断することにより、縁始末不要なほつれの生じない所望の形状の裾縁ラインを
有する経編地を形成することができる。
【０２１４】
第２の伸縮性糸７４ａ、７４ｂ……のカーブは、目的とする衣料の後裾縁ラインのカーブ
形状に一致するように設定すればよい。なお、このような、ほつれ防止糸により、経編レ
ース地の縁部を縁始末不要なほつれの生じない裾縁ラインとする技術は、すでに知られて
おり、必要とあれば、日本特公平３－４６５７８号公報などを参照することができる。ほ
つれ防止糸としては、通常、非伸縮性糸が用いられる。
【０２１５】
そして、例えば、図１９に示したように、後裾縁ライン４ａを所定のカーブ形状とするだ
けでなく、更に後裾縁ライン４ａと連続している前裾縁ライン４ｃも一体的に連続して形
成する場合においても、第２の伸縮性糸７４ａ、７４ｂ……のカーブの形状を、後裾縁ラ
イン４ａと前裾縁ライン４ｃの連続している裾縁ラインの形状に一致するように設定する
ことにより、同様に形成できる。
【０２１６】
更に、図１９に示したように、ウェスト部８の縁ライン８ａも、縁始末不要な縁としたり
、更にはウェスト部８の縁ライン８ａに沿って伸縮パワーが強化された領域２８などを設
ける場合においても、図２８や図２９で示した第２の伸縮性糸７４ａ、７４ｂ……に相当
する挿入用の伸縮性糸を、第２の伸縮性糸７４ａ、７４ｂ……とは反対側の縁側（図の右
側になる）に、ウェスト部８の縁ライン８ａに要求される所望のカーブになるように、同
様にして挿入し、同様のほつれ防止糸を編み込むことにより、実現できる。
【０２１７】
また、図示していないが、裾縁近傍でなく、更に中間部にも、伸縮パワーの変化する領域
を設けたい場合には、第２の伸縮性糸７４ａ、７４ｂ……に相当する伸縮性糸を、前記生
地９０の中間の所望の部位に所望の幅になるように挿入すればよい。
【０２１８】
なお、さらにレース柄を形成する場合には、上記で説明した筬とは別の柄筬により柄糸を
導糸して、適宜の柄を編成することも、また柄用のジャカードガイド筬を用いて、レース
調の穴部と厚地部と薄地部を形成したレース柄とすることもできる。
【０２１９】
なお、ジャカードガイド筬は、筬の運動とは別に各ガイドが編針ピッチの１針分緯方向に
変位できるように設けられており、ジャカード装置の変位プログラムに従って制御され、
所望の柄の編成が行なわれるようになっている。かかるジャカード装置の詳細は、必要と
あれば、日本特開平６－１６６９３４号（対応米国特許第５，３９０，５１２号）などが
参照できる。
【０２２０】
非伸縮性糸よりなる編目を形成する編糸（７１）、非伸縮性糸よりなる挿入糸（７２）と
しては、ウールや綿等の天然繊維糸、あるいはナイロン繊維、ポリエステル繊維などの合
成繊維糸、レーヨンなどの再生繊維糸等が用いられ、ナイロン繊維糸、ポリエステル繊維
糸、レーヨン糸が好ましく用いられる。糸の太さについては、特に限定するものではない
が、２２ｄｔｅｘ～７７ｄｔｅｘのものが好ましく、より好ましくは２２ｄｔｅｘ～４４
ｄｔｅｘのものが用いられる。また挿入糸（７２）として、非伸縮性糸でカバリングした
伸縮性糸よりなる挿入糸を用いる場合には、第１の伸縮性糸（７３）と同じ太さか、それ
よりも細いことが好ましく、かかる前提で、好ましくは４４ｄｔｅｘ～３０８ｄｔｅｘの
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もの、より好ましくは７７ｔｅｘ～１５４ｄｔｅｘのものが好ましく用いられる。
【０２２１】
また、地編全体にわたって挿入される第１の伸縮性糸（７３）としては、ポリウレタン繊
維等のスパンデックス糸、ポリウレタン繊維糸がナイロン繊維、ポリエステル繊維、ウー
ル、絹または綿等の非伸縮性繊維糸でカバリングされたカバードヤーンなどが用いられる
。糸の太さについては、特に限定するものではないが、４４ｄｔｅｘ～３９６ｄｔｅｘの
ものが好ましく、より好ましくは１１０ｄｔｅｘ～３０８ｄｔｅｘのものが用いられる。
【０２２２】
また、裾縁部を形成したり、伸縮パワーの変化する領域を形成するために挿入糸として用
いられる第２の伸縮性糸（７４）としては、ポリウレタン繊維等のスパンデックス糸、ポ
リウレタン繊維糸がナイロン繊維、ポリエステル繊維、ウール、絹または綿等の非伸縮性
繊維糸でカバリングされたカバードヤーンなどが用いられる。糸の太さについては、第２
の伸縮性糸は、第１の伸縮性糸と同じ太さか、それよりも太いことが好ましく、かかる前
提で、１１０ｄｔｅｘ～６１６ｄｔｅｘのものが好ましく用いられる。この範囲の糸を用
いると、裾に強度を持たせたり、裾を肌に密着させると言う効果が発揮できるとともに、
生地が平坦でなくなり波打ったりすることもなく、また、裾部分のみ伸縮パワーが大きく
なりすぎて、不適当な緊締力となってしまうこともなく好ましい。また、より好ましくは
１５４ｄｔｅｘ～３０８ｄｔｅｘのものが用いられる。ガードルやショーツ等の衣料にお
いて、身体に密着し、適度の体型補整機能を持たせるのに、適度な伸縮パワーが発揮され
好ましい。
【０２２３】
尚、実施の形態例等で述べた、長さなどの数値は、主としてＭサイズ（標準体型の女性）
の場合を想定して述べたものである。Ｌサイズや、ＬＬサイズ、あるいはＳサイズといっ
た衣料の場合、後裾縁のカーブないし後裾縁の包絡線のカーブの長さなどは、サイズに応
じて変わるが、仮想直線ａから垂直方向に測定した前記後側の裾ラインまでの距離の最も
長い部分ｂの長さは、衣料のサイズの違いによってもあまり変わらない。
【０２２４】
【発明の効果】
　本発明の衣料は、少なくとも腹部と臀部を覆い股部を有していて、衣料後側における裾
ラインが、臀部の膨らみの外脇側から下側に沿う裾ラインを有している経編地を用いた伸
縮性を有する衣料であって、前記衣料を左右の脇ラインを境界線として、衣料の前側と後
側になるように扁平に前記衣料を折り畳んだ状態で、衣料後側の裾ラインの上端と下端を
結ぶ仮想直線をａとすると、当該衣料後側の裾ラインは、裾ラインの上端と下端の間が、
全体として仮想直線ａから外側に膨らんだ滑らかな１つの弧状の大カーブ状、または、ス
カラップ状の小カーブを有し且つスカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結ぶ包絡線が仮想
直線ａから外側に膨らんだ１つの弧状の大カーブ状を呈しており、且つ前記大カーブ状の
カーブの曲率が裾ラインの上端側のカーブの曲率よりも下端側のカーブの曲率が大きいカ
ーブになっており、前記仮想直線ａから垂直方向に測定した前記後側の裾ラインまでの距
離の最も長い部分ｂが１～５ｃｍの範囲であり、少なくとも衣料後側における裾が、縁始
末不要な裾を有する衣料である。
【０２２５】
従って、本発明の衣料は、裾部に折り返して縫製された部分が存在しないので、折り返し
部分による段差が生じることがなく、着用者の外観を低下させるおそれががなく、着用感
もよく、しかも、衣料後側における裾ラインが臀部の膨らみの外脇側から下側にカーブし
て臀部の丸い膨らみ部分を、すっぽりと包み込み、臀部の丸い膨らみの立体構造に沿い易
く、着用者の運動や屈伸など動作によって、裾部分のずり上がりなどが生じにくく、裾部
のフィット性が良好で、縁始末不要な裾を有する衣料を提供できる。
【０２２６】
前記本発明の衣料において、少なくとも衣料後側における裾部の裾縁に沿って伸縮パワー
が強化された領域を有し、前記伸縮パワーが強化された領域のパターンが、裾ラインの形
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状に沿ったカーブを有する略帯状のパターンである本発明の好ましい態様とすることによ
り、裾部のフィット性をより一層向上し、裾部分のずり上がりなどがより生じにくいガー
ドルとすることができるとともに、裾縁部分に伸縮性テープなどが取り付けられて伸縮パ
ワーを強化している場合に比べて、肌への食い込みなどがなく、着用者の肌に伸縮性テー
プなどの押圧の跡がついてしまうなどの問題がない。従って着用感が良好で、伸縮性テー
プの厚みによる段差がアウターウェアーに反映し、アウターウェアーの外側からも段差が
見えてしまい、着用者の外観を著しく低下させると言う問題もなく好ましい。
【０２２７】
更に、伸縮パワーが強化された領域が、裾縁側の領域が伸縮パワーの大きい領域であり、
それより衣料内部の領域が伸縮パワーが前者より小さい領域からなる複数グレードの伸縮
パワーを有する領域からなる本発明の好ましい態様、または、伸縮パワーが強化された領
域が、裾縁側の領域が伸縮パワーの小さい領域であり、それより衣料内部の領域が伸縮パ
ワーが前者より大きい領域からなる複数グレードの伸縮パワーを有する領域からなる本発
明の好ましい態様とすることにより、上述の効果とともに、伸縮パワーが強化された領域
が、複数グレードの伸縮パワーを有する領域からなるので、単数グレードの伸縮パワーを
有する領域のみからなる場合より、より一層着用感が改良され好ましい。
【０２２８】
また、本発明においては、伸縮パワーが強化された領域の幅が、１～５ｃｍ、より好まし
くは２～４ｃｍである本発明の好ましい態様とすることにより、伸縮パワーが強化された
部分が、面状に着用者の肌を押圧するので、着用者の肌に食い込むことがなく、しかもあ
まりに伸縮パワーが強化された領域の幅が広すぎて着用感を低下させると言うことなく、
裾部のフィット性を高め、裾部のずり上がりをより効果的に防止でき、またヒップアップ
機能も付与でき好ましい。
【０２２９】
また、本発明において、衣料後側の裾ラインが、滑らかな１つの弧状の大カーブ状のカー
ブを有する場合には、前記衣料を左右の脇ラインを境界線として衣料の前側と後側になる
ように扁平に前記衣料を折り畳んだ状態で、当該裾ラインの上端と下端の間の当該カーブ
の長さが、１３～２０ｃｍであり、また、衣料後側の裾ラインが、スカラップ状の小カー
ブを有する場合には、前記衣料を左右の脇ラインを境界線として衣料の前側と後側になる
ように扁平に前記衣料を折り畳んだ状態で、当該スカラップ状の小カーブのほぼ頂点を結
ぶ包絡線の裾ラインの上端と下端の間のカーブの長さが、１３～２０ｃｍとすることが好
ましい。
【０２３０】
すなわち最も生産量の多いＭサイズ、Ｌサイズといった多くの女性が属する体型用のもの
を基準にすると、前記カーブの長さが１３～２０ｃｍの長さということは、女性のヒップ
の膨らみの下縁部分の長さと、ほほ同じとなり、ヒップの膨らみの下縁に、ぴったりとフ
ィットでき、好ましい。あまりにも短いと、ヒップの下縁に添わず、ヒップの膨らみをす
っぽりと包むことができなくなるおそれがあり、また、あまりに長いと、たるみが生じて
しまい、ヒップの膨らみの下緑にフィットすることができにくくなる。
【０２３１】
また、本発明において、仮想直線ａから垂直方向に測定した前記後側の裾ラインまでの距
離の最も長い部分ｂが、好ましくは１．５～４ｃｍ、より好ましくは２～３．５ｃｍの範
囲である。かかる好ましい態様とすることにより、着用者の運動や屈伸などの動作によっ
て、裾部分のずり上がりなどが一層生じにくく、後裾部が不必要に長くなりすぎ、折れ畳
まれてまくれ上がりなどがの問題もなく、好ましい。
【０２３２】
また、本発明において、縁始末不要な裾が、ほつれ防止糸が裾縁に沿って編み込まれてな
る縁始末不要な裾である好ましい態様とすることにより、裾縁ラインを任意の形状にする
ことができ、容易に縁始末不要な裾を有する経編地を製造することができ好ましい。
【０２３３】
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また、衣料後側が、少なくとも裾縁部から臀部上方部まで連続した一体の経編地２枚を後
中心で縫合して形成されている本発明の好ましい態様とすることにより、縫合ラインが臀
部の膨らみの中腹などの部分を横切らず、着用感が良好で見栄えのよい衣料とすることが
でき好ましい。
【０２３４】
また、衣料後側を充当する身頃が、立体裁断された身頃であり、当該立体裁断された左右
の身頃が後中心で縫合され形成されている衣料である本発明の好ましい態様とすることに
より、立体裁断された後側をカバーする左右の後身頃を後中心で縫合することにより、ヒ
ップの立体形状に沿う衣料を形作ることができ、着用感並びに裾部にフィット性も向上し
、好ましい。尚、特に限定するものではないが、左右の後身頃の縫合前の後中心側の裁断
ライン（図５や図１０のｉ－ｊのライン）は、後中心側に膨らんだ凸のカーブにするよう
な立体裁断が好ましく採用される。
【０２３５】
また、衣料が、ショーツ、ショートタイプのガードル、ボディスーツ、テディ、水着、レ
オタードから選ばれた衣料である本発明の好ましい態様とすることにより、これらの衣料
は、人体にフィットさせて着用するタイプの衣料であり、本発明の前述した機能が効果的
に発揮されやすく好ましい。
【０２３６】
また、衣料が、ショーツまたはショートタイプのガードルであり、当該衣料は、その左半
身の前部－脇部－後部を充当する一体の連続した生地と右半身の前部－脇部－後部を充当
する一体の連続した生地とが、前中心と後中心で縫合されて形成されており、それぞれの
生地の前部－脇部－後部の裾縁とウェスト側の縁がともに、縁始末不要な縁からなる態様
とした場合には、すべての裾縁のみならず、ウェスト部の縁も縁始末不要な縁とすること
ができ、ウェスト部の厚みがより一層薄くできるので、着用者のウェストまわりの外観を
細く保つことができ、好ましい。
【０２３７】
また、衣料が少なくともほぼ横方向に伸縮性を有する態様とすることにより、衣料を横方
向に広げて衣料の着脱ができるので、衣料の着脱が容易になるとともに、裾部のフィット
性も向上し好ましい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の衣料であるショートタイプのガードルの前側から見た平面図。
【図２】図１のガードルの後側から見た背面図。
【図３】本発明の衣料であるショーツの実施の形態例の前側から見た平面図。
【図４】図３のショーツの後側から見た背面図。
【図５】図３、図４のショーツの左側の前脇部－脇部－後部充当部片４の縫合前の展開平
面図。
【図６】本発明の衣料であるショートタイプのガードルの別の実施の形態例の前側から見
た平面図。
【図７】図６のガードルの後側から見た背面図。
【図８】本発明の衣料であるショーツの別の実施の形態例の前側から見た平面図。
【図９】図８のショーツの後側から見た背面図。
【図１０】図８、図９のショーツの左側の前脇部－脇部－後部充当部片４の縫合前の展開
平面図。
【図１１】本発明の衣料であるショートタイプのガードルの更に別の実施の形態例の前側
から見た平面図。
【図１２】図１１のガードルの後側から見た背面図。
【図１３】本発明の衣料であるショーツの更に別の実施の形態例の前側から見た平面図。
【図１４】図１３のショーツの後側から見た背面図。
【図１５】図１３、図１４で示したショーツの着用状態を示す前側から見た斜視図。
【図１６】図１３、図１４で示したショーツの着用状態を示す後側から見た斜視図。
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【図１７】本発明の衣料であるショートタイプのガードルの更に別の実施の形態例の前側
から見た平面図。
【図１８】図１７のガードルの後側から見た背面図。
【図１９】図１７、図１８で示したガードルに使用している左半身充当部片３０ａの展開
平面図。
【図２０】本発明の衣料であるショートタイプのガードルの更に別の実施の形態例の後側
から見た背面図。
【図２１】本発明の衣料であるボディスーツの前側から見た斜視図。
【図２２】図２１のボディスーツの後側から見た斜視図。
【図２３】本発明の衣料であるボディスーツの別の実施の形態例の前側から見た斜視図
【図２４】図２３のボディスーツの後側から見た斜視図。
【図２５】本発明のショーツと従来のショーツとをそれぞれ着用した状態を重ねて描いた
後側から見た概略比較モデル図。
【図２６】図２５の概略比較モデル図の右側面図。
【図２７】本発明で用いる主要筬の糸の編み組織図。
【図２８】図２７に示した組織に従って編み上げられた編地の組織を説明するための、簡
略化した組織図。
【図２９】図２８の編地を所定のカーブした裾縁に沿って、カットした状態を説明するた
めの簡略化した組織図。
【図３０】従来より衣料に用いられている波状のスカラップが形成された裾部分の部分平
面概念図。
【図３１】従来より衣料に用いられている波状のスカラップが形成された裾部分の部分平
面概念図。
【図３２】従来のショーツの前側から見た平面図。
【符号の説明】
１　　　　腹部充当部片
３　　　　脇ライン
４　　　　前脇部－脇部－後部充当部片
４ａ　　　後裾縁ライン
４ｂ　　　前脇部の裾縁ライン
４ｃ　　　前裾縁ライン
４ｎ　　　包絡線
５　　　　縫合ライン
６　　　　クロッチ部片
７　　　　後中心の縫合ライン
８　　　　ウェスト部
８ａ　　　ウェスト部８の縁ライン
９　　　　仮想直線ａ
２０　　　前裾充当部片
２１　　　縫合ライン
２２　　　裾縁ライン
２３　　　スカラップ
２５　　　伸縮パワーが強化された領域
２５ａ　　裾縁近傍が伸縮パワーの大きい領域
２５ｂ　　伸縮パワーが領域２５ａより小さい領域
２６　　　伸縮パワーが強化された領域
２６ａ　　伸縮パワーの大きい領域
２６ｂ　　伸縮パワーが領域２６ａより小さい領域
２７　　　前脇裾縁ライン
２８　　　伸縮パワーが強化された領域
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３０ａ　　左半身充当部片
３０ｂ　　右半身充当部片
３１　　　前中心の縫合ライン
３２　　　後中心の縫合ライン
３５　　　後部ウェスト下部充当部片
３６　　　縫合ライン
５０　　　乳房カップ部
５１　　　肩紐
５３　　　胸下部充当部片
５４　　　前中心の縫合ライン
５５　　　縫合ライン
６０ａ　　左半身充当部片
６０ｂ　　右半身充当部片
６１　　　前中心の縫合ライン
６２　　　後中心の縫合ライン
７１　　　非伸縮性糸よりなる鎖編糸
７２　　　非伸縮性糸よりなる挿入糸
７３　　　第１の伸縮性糸
７４　　　第２の伸縮性糸
８０　　　鎖編糸（７１）と非伸縮性糸よりなる挿入糸（７２）と第１の伸縮性糸（７３
）の３本をまとめて簡略化して１本の直線で示したもの
８１ａ、８１ｂ、８１ｃ、８１ｄ　　ほつれ防止糸
９０　　　経編地
９１　　　カットライン
５００　　スカラップ
５０１　　包絡線
５１０　　大きめのスカラップ
５１１　　小さめの大きさのスカラップ
６００　　腹部充当部片
６０１　　前脇部－脇部－後部充当部片
６０１ａ　後側の裾縁ライン
６０２　　脇ライン
６０３　　前裾部片
６０４　　クロッチ部片
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